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一
　
は
じ
め
に

　
ま
ず
冒
頭
に
、
北
宋
に
お
け
る
書
壇
の
情
況
を
文
學
・
思
想
と
も
絡
め
て
槪
括
し
た
蔡
顯
良
『
宋
代
論
書
詩
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、

二
〇
一
三
、
三
四
　
五
頁
）
の
記
述
を
揭
げ
て
本
稿
の
出
發
點
と
し
た
い
。
な
お
、
後
ろ
に
附
し
た
日
本
語
譯
に
つ
い
て
、
括
弧
內
に
補

足
し
た
箇
所
は
す
べ
て
筆
者
自
身
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
韓
、
柳
是
唐
代
古
文
運
動
的
光
輝
旗
手
，
而
歐
陽
修
、
蘇
轼
則
是
北
宋
古
文
運
動
的
傑
出
領
袖
。
以
柳
開
爲
代
表
的
一
派
古
文
家
，

在
宋
初
首
先
起
來
批
判
唐
末
五
代
的
浮
靡
文
風
，
主
張
文
學
韓
、
柳
，
提
倡
由
古
文
達
於
「
古
道
」。
其
後
王
禹
偁
的
「
傳
道
明

心
」
說
，
繼
承
了
韓
愈
的
古
文
理
論
，
號
召
文
體
革
新
，
欲
「
追
還
唐
風
」，
在
宋
初
古
文
運
動
中
有
重
要
的
指
導
意
義
。
其
後
，

「
文
章
百
世
之
師
」
的
一
代
文
學
巨
匠
歐
陽
修
，
反
對
「
太
學
體
」
險
怪
奇
澀
的
文
風
，
帶
領
古
文
運
動
走
出
低
谷
走
向
高
峰
。
歐

陽
修
「
道
勝
文
至
」
的
主
張
顯
然
對
於
他
所
提
倡
的
「
以
人
論
書
」
觀
念
具
有
影
響
，
至
於
他
倡
導
書
法
變
革
，
意
欲
「
比
蹤
唐
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室
」，
與
前
述
王
禹
偁
「
追
還
唐
風
」
的
文
學
主
張
不
謀
而
合
，
然
內
含
上
追
古
法
的
深
意
又
要
顯
得
眼
光
高
遠
很
多
。
歐
陽
修
的

書
法
思
想
在
他
的
論
書
詩
中
有
所
反
映
。
歐
陽
修
在
書
法
上
提
倡
復
古
，
與
蔡
襄
一
起
領
導
北
宋
中
期
的
書
法
復
古
運
動
，
與
他
的

古
文
運
動
應
該
基
於
同
樣
的
審
美
思
維
。
儒
學
的
復
興
與
古
文
運
動
的
進
展
，
爲
論
書
詩
的
繁
榮
發
展
提
供
了
極
好
的
文
化
大
環

境
，
其
中
所
蘊
含
的
思
想
変
革
主
張
，
對
於
包
括
論
書
詩
在
内
的
書
法
領
域
顕
然
都
有
一
定
的
影
響
。

　
　
韓
愈
と
柳
宗
元
は
唐
代
の
、
歐
陽
脩
と
蘇
軾
は
北
宋
の
古
文
運
動
に
お
け
る
指
導
者
で
あ
る
。
宋
初
に
お
い
て
、
柳
開
を
代
表
と
す

る
古
文
家
の
一
派
は
、
ま
ず
唐
末
五
代
の
華
美
な
ば
か
り
で
內
容
が
空
疎
な
文
體
を
批
判
し
、
韓
愈
と
柳
宗
元
の
文
章
を
學
ぶ
こ
と

を
主
張
し
、
古
文
よ
り
「
古
道
（
正
統
な
儒
學
の
道
を
指
す
。「
題
歐
陽
生
衷
辭
後
」
に
「
學
古
道
則
欲
兼
通
其
辭
。
通
其
辭
者
、
本
志
乎
古
道

者
也
」
と
見
え
る
）
に
逹
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
そ
の
後
、
王
禹
偁
の
「
傳
道
明
心
（
儒
學
の
道
を
傳
え
心
を
探
究
す
る
こ
と
。「
答

張
扶
書
」
に
「
夫
文
、
傳
道
而
明
心
也
」
と
見
え
る
）」
說
が
、
韓
愈
の
古
文
理
論
を
繼
承
し
、
文
體
の
革
新
を
呼
び
掛
け
て
、「
追
還
唐
風

（
唐
代
の
文
體
に
還
ろ
う（

（
（

）」
と
し
た
こ
と
は
、
宋
初
の
古
文
運
動
に
お
い
て
重
要
な
指
導
的
意
義
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
文
學
の
巨
匠

た
る
歐
陽
脩
は
、「（
當
時
、
士
人
た
ち
の
間
で
流
行
し
て
い
た
）
太
學
體
」
の
險
怪
奇
澁
な
文
風
に
異
を
唱
え
、
古
文
運
動
を
谷
底

か
ら
高
峰
へ
と
導
い
た
。「
道
勝
文
至
（
文
學
の
目
的
は
道
に
至
る
こ
と
に
あ
る（

（
（

）」
と
す
る
歐
陽
脩
の
主
張
は
、「
以
人
論
書
（
人

格
の
表
出
を
書
に
求
め
る
）」
の
書
法
觀
に
も
明
ら
か
に
影
響
を
與
え
、
書
法
の
變
革
を
提
唱
す
る
に
至
っ
て
は
、「
比
蹤
唐
室
（
唐

代
の
書
に
比
肩
す
る（

（
（

）」
こ
と
を
求
め
た
。
前
述
し
た
王
禹
偁
の
「
追
還
唐
風
」
の
文
學
觀
と
圖
ら
ず
も
軌
を
一
に
し
て
お
り
、
歐

陽
脩
の
書
法
觀
は
そ
の
「
論
書
詩
（
蔡
氏
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
同
時
代
の
書
法
に
お
け
る
美
意
識
や
創
作
思
潮
を
反
映
し
、
書
壇
の

活
動
情
報
を
傳
え
、
書
法
を
詠
じ
る
こ
と
を
創
作
の
主
題
と
し
た
詩
歌
を
指
す
）」
の
な
か
に
も
い
く
ら
か
反
映
さ
れ
て
い
る
。
歐

陽
脩
が
書
法
に
お
い
て
復
古
を
提
唱
し
、
蔡
襄
と
と
も
に
北
宋
中
期
の
書
法
復
古
運
動
を
主
導
し
た
こ
と
は
、
そ
の
古
文
運
動
と
も



53 歐陽脩『歸田錄』に見る北宋文人世界

同
じ
美
意
識
に
基
づ
い
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
儒
學
の
復
興
及
び
古
文
運
動
の
進
展
は
、
論
書
詩
の
繁
榮
と
發
展
に
極
め
て
良

い
文
化
的
環
境
を
提
供
し
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
思
想
變
革
に
關
す
る
主
張
は
、
明
ら
か
に
論
書
詩
を
含
む
書
法
の
領
域
に
一
定
の

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

　
門
閥
貴
族
の
支
配
が
五
代
十
國
の
戰
亂
を
經
て
終
焉
を
迎
え
、
宋
代
に
至
り
科
擧
に
よ
っ
て
選
拔
さ
れ
た
新
興
の
官
僚
層
が
皇
帝
を
頂

點
と
す
る
中
央
集
權
體
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
社
會
全
體
の
構
造
的
變
化
が
、
宋
學
の
勃
興
を
促
し
、
そ
れ
が
古
文

の
復
興
を
誘
い
、
さ
ら
に
そ
れ
が
書
畫
論
に
も
影
を
落
と
し
て
ゆ
く
と
い
う
大
き
な
連
關
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
限
定
さ
れ
た

書
論
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
た
文
學
・
思
想
・
文
化
と
い
っ
た
廣
い
視
點
か
ら
書
法
を
俯
瞰
し
よ
う
と
す
る
學
問
的
姿
勢
は
注
目
に
値
す

る
。
こ
の
記
述
に
則
せ
ば
、
と
く
に
書
（
或
い
は
畫
）
と
人
格
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
、
宋
代
の
儒
學
は
「
道
學
」
と
も
呼
ば
れ
、
學

問
の
中
心
が
聖
人
の
「
道
」
の
追
求
に
あ
っ
た
た
め
、
文
學
・
書
畫
論
に
援
用
さ
れ
る
際
に
も
そ
の
色
合
い
が
自
然
濃
く
な
っ
て
ゆ
く
經

緯
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
唐
代
の
文
章
を
直
接
的
な
理
想
の
對
象
で
あ
る
と
す
る
王
禹
偁
の
文
學
觀
と
、
唐
代
を
魏
晉

以
來
の
書
の
傳
統
を
最
も
よ
く
繼
承
し
、
か
つ
そ
れ
を
充
實
せ
し
め
た
時
代
で
あ
る
と
す
る
歐
陽
脩
の
書
法
觀
に
は
、
過
ぎ
に
し
唐
代
へ

の
憧
憬
と
い
う
時
代
觀
が
通
底
し
て
い
る
。

　
歐
陽
脩
（
一
〇
〇
七
　
一
〇
七
二
）
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
宋
代
の
學
術
文
化
の
各
方
面
に
わ
た
り
新
し
い
變
革
を
も
た
ら
し
た
人
物

で
あ
る
。
書
法
に
お
い
て
は
、
蘇
軾
を
含
む
所
謂
革
新
派
と
稱
さ
れ
る
書
人
た
ち
に
理
念
的
先
鞭
を
つ
け
た
重
要
な
存
在
で
も
あ
る
。
蔡

氏
の
見
解
に
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
宋
代
の
書
法
史
を
考
え
る
上
で
、
歐
陽
脩
を
拔
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
歐
陽
脩
が
著
し
た
『
歸
田
錄
』
は
、
序
に
「
歸
田
錄
な
る
者
は
、
朝
廷
の
遺
事
、
史
官
の
記
さ
ざ
る
所
と
、
夫そ

の
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士
大
夫
笑
談
の
餘
に
し
て
錄
す
可
き
者
と
、
之
を
錄
し
て
以
て
閑
居
の
覽
に
備
う
る
也
」
と
言
う
よ
う
に
、
氣
樂
な
氣
分
で
書
か
れ
た
名

士
を
め
ぐ
る
逸
話
集
で
あ
る
。
治
平
年
間
（
一
〇
六
三
　
一
〇
六
七
）、
五
十
七
歲
か
ら
六
十
一
歲
の
晩
年
に
書
か
れ
、
熙
寧
四
年
の
致

仕
以
後
に
改
訂
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
公
に
す
る
に
は
不
都
合
な
內
容
の
記
事
を
刪
去
し
、
他
の
も
の
に
差
し
替
え
た
よ
う
で
あ
る（

（
（

。

そ
ん
な
氣
の
向
く
ま
ま
に
綴
ら
れ
た
エ
ッ
セ
ー
で
は
あ
る
が
、
裏
を
返
せ
ば
、
だ
か
ら
こ
そ
歐
陽
脩
の
眞
意
が
披
歷
さ
れ
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
エ
ッ
セ
ー
と
い
う
性
格
上
、
對
象
を
深
く
掘
り
下
げ
て
記
す
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
が
、
逸
話
の
中
に
は
當
時
の
文

人
間
の
交
友
や
、
そ
れ
に
伴
う
文
化
的
樣
相
が
活
寫
さ
れ
て
お
り
、
後
世
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事
實
で
あ
る
。
よ
っ
て
、

こ
こ
に
小
稿
を
草
す
る
所
以
は
、『
歸
田
錄
』
を
通
じ
て
書
畫
及
び
そ
の
周
邊
の
文
化
事
情
に
廣
く
目
を
配
り
、
歐
陽
脩
の
文
化
全
般
に

對
す
る
眼
差
し
が
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
の
一
端
を
考
察
す
る
こ
と
に
あ
る
。

二
　
字
學
と
字
體

　
こ
れ
よ
り
、
關
係
記
事
に
つ
い
て
解
說
を
付
け
加
え
な
が
ら
見
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
な
お
、
使
用
テ
キ
ス
ト
は
、
李
偉
國
點
校
『
歸

田
錄
』（
唐
宋
史
料
筆
記
叢
刋
、
中
華
書
局
、
一
九
九
七
年
）
を
底
本
と
し
、
配
列
の
順
序
と
分
斷
も
同
書
に
據
っ
た
。

　
次
の
84
は
、
宋
庠
の
字
學
へ
の
造
詣
の
深
さ
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
語
る
逸
話
で
あ
る
。

　
　
宋
丞
相
（
庠
）
早
以
文
行
負
重
名
於
時
、
晚
年
尤
精
字
學
、
嘗
手
校
郭
忠
恕
『
佩
觿
』
三
篇
寶
玩
之
。
其
在
中
書
、
堂
吏
書
牒
尾
以

俗
體
書
宋
爲

、
公
見
之
不
肯
下
筆
、
責
堂
吏
曰「
吾
雖
不
才
、
尚
能
見
姓
書
名
、
此
不
是
我
姓
」。
堂
吏
惶
懼
改
之
、
乃
肯
書
名
。

　
　
宋
丞
相
早
と
に
文
行
を
以
て
重
名
を
時
に
負
い
、
晚
年
尤
も
字
學
を
精
し
く
し
、
嘗
て
手
づ
か
ら
郭
忠
恕
の
『
佩
觿
』
三
篇
を
校
し



55 歐陽脩『歸田錄』に見る北宋文人世界

之
を
寶
玩
す
。
其
の
中
書
に
在
り
て
、
堂
吏
、
牒
尾
を
書
す
る
に
俗
體
を
以
て
宋
を
書
し
て

と
爲
す
。
公
之
を
見
て
肯
て
筆
を
下

さ
ず
、
堂
吏
を
責
め
て
曰
く
、「
吾
、
不
才
と
雖
も
尚
お
能
く
姓
を
見
て
名
を
書
す
。
此
れ
是
れ
我
が
姓
に
あ
ら
ず
」
と
。
堂
吏
惶

懼
し
て
之
を
改
め
、
乃
ち
肯
て
名
を
書
す
。 

　
　
宋
庠
は
そ
の
こ
ろ
早
く
も
文
學
と
德
行
に
よ
り
名
聲
を
得
、
晚
年
は
と
り
わ
け
字
學
に
精
通
し
、
か
つ
て
自
ら
（
字
學
の
書
の
）

郭
忠
恕
『
佩
觿
』
三
篇
を
校
訂
し
寶
と
し
た
。
宋
庠
が
中
書
省
に
い
た
頃
、
給
仕
の
役
人
が
公
文
書
を
作
成
す
る
の
に
、
俗
體
で

「
宋
」
の
字
を
「

」
と
書
い
た
。
宋
庠
は
こ
れ
を
見
て
筆
を
下
そ
う
と
は
せ
ず
、
そ
の
役
人
を
責
め
て
「
私
は
非
才
と
い
っ
て

も
、
ま
だ
姓
名
を
讀
み
書
き
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
私
の
姓
で
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
役
人
は
恐
れ
慌
て
て
こ
れ
を
書
き
改

め
、
そ
こ
で
納
得
し
て
名
を
書
い
た
。

　
宋
庠
（
九
九
六
年
　
一
〇
六
六
年
）
は
開
封
（
河
南
省
）
の
人
。
字
は
公
序
。
初
め
は
宋
郊
と
言
っ
た
が
、
仁
宗
の
命
令
で
庠
に
改
名

す
る
。
こ
の
經
緯
に
つ
い
て
は
45
に
詳
し
い（

（
（

。
天
聖
二
年
（
一
〇
二
四
）
進
士
首
席
。
弟
の
祁
と
と
も
に
二
宋
と
稱
さ
れ
る
。
仁
宗
の
寶

元
二
年
（
一
〇
三
九
）
參
知
政
事
に
除
さ
れ
る
が
、
絶
大
な
權
勢
を
掌
握
し
て
い
た
宰
相
の
呂
夷
簡
と
意
見
が
合
わ
ず
、
知
揚
州
、
鄆
州

に
左
遷
さ
れ
る
。
ま
た
慶
曆
五
年
（
一
〇
四
五
）
に
參
知
政
事
と
な
り
、
皇
祐
元
年
（
一
〇
四
九
）
か
ら
二
年
足
ら
ず
宰
相
を
務
め
る
。

謚
は
元
憲
。
傳
は
『
宋
史
』
卷
二
八
四
に
見
え
る
。

　
郭
忠
恕
（
？
　
九
七
七
）
は
、
洛
陽
（
河
南
省
）
の
人
。
字
は
恕
先
。
後
周
の
廣
順
（
九
五
一
　
九
五
三
）
に
宗
正
丞
と
な
り
、
國
子

書
學
博
士
を
兼
ね
た
。
宋
に
な
っ
て
太
祖
、
太
宗
に
仕
え
た
が
、
放
縱
不
羈
な
性
格
が
災
い
し
二
度
も
流
さ
れ
た
。
博
學
多
識
で
文
字
學

に
精
通
し
、
篆
・
隸
書
、
樓
閣
林
石
の
畫
を
善
く
し
た
。
傳
は
『
宋
史
』
卷
四
四
二
に
あ
る
。
彼
の
撰
し
た
『
佩
觿
』
は
字
學
の
書
で
あ
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り
、
上
卷
で
は
形
聲
の
誤
っ
た
變
化
の
由
來
を
造
字
、
四
聲
、
傳
字
の
三
つ
に
分
け
て
論
じ
、
中
下
卷
に
字
畫
の
似
た
も
の
を
と
り
、
四

聲
に
よ
っ
て
十
段
に
分
類
し
て
い
る
。
書
名
は
『
詩
經
』
の
「
童
子
佩
觿
」
の
句
か
ら
採
っ
て
い
る
。

　
郭
忠
恕
は
宋
初
に
夢
英
と
竝
び
篆
隸
の
雙
璧
と
稱
せ
ら
れ
、
歐
陽
脩
は
と
く
に
そ
の
楷
書
を
絶
贊
し
て
い
る
。
例
え
ば
、「
郭
忠
恕
小

字
說
文
字
源
」（『
集
古
錄
跋
尾
』
卷
一
〇
）
に
は
、
書
法
的
觀
點
か
ら
の
批
評
ば
か
り
で
な
く
、
字
學
に
ま
で
言
い
及
び
、
歴
史
的
經
緯

を
説
明
し
な
が
ら
、
か
か
る
學
問
が
瀕
死
の
狀
態
に
あ
っ
て
、
郭
忠
恕
の
よ
う
な
優
れ
た
人
物
が
現
わ
れ
な
い
こ
と
に
歎
息
を
漏
ら
し
て

い
る（

（
（

。

　
こ
の
記
事
の
眼
目
は
宋
庠
と
堂
吏
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
る
や
り
と
り
の
面
白
さ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
と
に
話
題
の
中
心
で
あ
る

俗
字
へ
の
言
及
は
、
歐
陽
脩
自
身
の
書
字
の
在
り
方
に
對
す
る
强
い
關
心
が
發
端
と
な
り
、
そ
れ
が
記
事
の
選
擇
に
少
な
か
ら
ず
作
用
し

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
或
い
は
、「
身
言
書
判
」
を
基
準
と
す
る
書
を
重
ん
じ
た
吏
部
の
試
驗
が
宋
代
に

入
っ
て
か
ら
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
當
時
の
士
大
夫
の
文
字
が
唐
代
の
胥
吏
に
及
ば
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
が
隨
筆
な
ど
に
見
え
る

こ
と
か
ら
、
胥
吏
ま
で
も
が
規
範
的
な
書
字
に
對
す
る
關
心
を
次
第
に
失
っ
て
い
っ
た
當
時
の
情
況
を
間
接
的
に
反
映
し
て
い
る
と
も
考

え
ら
れ
る（

（
（

。
　

　
書
冩
の
日
常
化
に
伴
い
字
を
崩
す
よ
う
に
な
る
の
は
必
然
の
流
れ
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
に
書
か
れ
た
多
く
の
異
體
字
を
舉
げ
れ
ば
、

龍
門
石
窟
の
摩
崖
に
數
多
く
殘
る
造
像
記
（
佛
像
製
作
の
發
願
者
、
製
作
者
、
製
作
に
至
る
由
來
な
ど
を
記
し
た
も
の
）、
王
羲
之
な
ど

の
諸
作
品
に
見
る
が
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
使
用
の
混
亂
し
た
當
時
の
情
況
に
つ
い
て
、
顏
之
推
（
五
三
一
　
五
九
一
）『
顏

氏
家
訓
』「
書
證
」
篇
等
に
具
體
的
且
つ
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
文
字
の
混
亂
情
況
は
、
そ
の
ま
ま
唐
代
に
引
き
繼
が
れ
た
が
、
科
舉
試
驗
の
採
點
に
お
け
る
便
宜
の
た
め
、
既
存
の
楷
書
の
異
體
字
を

整
理
し
、
由
緒
正
し
い
文
字
で
あ
る
「
正
字
」
と
そ
う
で
な
い
文
字
と
が
定
め
ら
れ
た
。
唐
の
太
宗
が
孔
穎
達
等
に
『
五
經
正
義
』
百
八
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十
卷
を
編
纂
さ
せ
る
に
先
立
ち
、
之
推
の
孫
に
あ
た
る
顏
師
古
（
五
八
一
　
六
四
五
）
に
命
じ
て
『
五
經
』
の
定
本
を
作
成
さ
せ
た
。
ま

た
、
師
古
は
定
本
に
使
用
す
る
漢
字
の
字
形
を
決
め
る
べ
く
、
楷
書
の
異
體
字
の
整
理
・
檢
討
を
行
い
、『
顏
氏
字
樣
』（
散
逸
）
を
著
し

た
。
さ
ら
に
、
師
古
の
弟
の
孫
に
當
た
る
顏
元
孫
は
『
字
樣
』
を
參
考
に
し
て
『
干
祿
字
書
』
を
作
っ
た
。

　『
干
祿
字
書
』
は
、
約
八
百
文
字
に
つ
い
て
異
體
字
を
列
舉
し
、
そ
れ
を
正
・
通
・
俗
の
三
種
に
分
類
し
た
實
用
書
で
あ
る（

（
（

。
顏
元
孫

の
甥
に
當
た
り
書
家
と
し
て
も
名
高
い
顏
眞
卿
（
七
〇
九
　
七
八
五
）
は
、『
干
祿
字
樣
』『
干
祿
字
書
』
を
石
碑
に
書
い
て
お
り
、
そ
の

こ
と
は
歐
陽
脩
「
唐
顏
眞
卿
小
字
麻
姑
壇
記
」（『
集
古
錄
跋
尾
』
卷
七
）「
唐
干
祿
字
樣
」（
同
上
）「
唐
干
祿
字
樣
摹
本
」（
同
上
）「
唐

顏
眞
卿
射
堂
記
」（
同
上
）「
唐
湖
州
石
記
」（『
集
古
錄
跋
尾
』
卷
八
）
に
も
度
々
言
及
さ
れ
て
い
る
。
両
書
の
眞
本
は
碑
文
の
損
傷
の
た

め
に
世
間
に
は
傳
わ
ら
ず
、
歐
陽
脩
の
み
が
收
藏
し
て
い
る
こ
と
。
歐
陽
脩
家
藏
の
數
あ
る
顏
眞
卿
の
書
の
う
ち
、『
干
祿
字
書
』
の
注

が
最
も
小
さ
い
字
形
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
持
重
舒
和
に
し
て
局
蹙
せ
ず
」（「
唐
顏
眞
卿
小
字
麻
姑
壇
記
」）
で
あ
る
と
書
法
の
面

か
ら
の
考
察
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
觀
點
か
ら
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、『
字
樣
』『
字
書
』
の
度
重
な
る
言
及
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
書
物

を
通
じ
て
歐
陽
脩
が
字
體
に
對
す
る
關
心
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
が
彷
彿
と
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
培
わ
れ
た
歐
陽
脩
の
文
字
文
化
に
對
す

る
見
識
に
基
づ
き
、
俗
字
を
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
は
、
官
僚
社
會
の
公
文
書
に
見
ら
れ
る
畫
一
化

さ
れ
た
文
字
は
、
以
後
、
館
閣
體
、
院
體
、
明
代
に
は
中
書
格
な
ど
と
稱
さ
れ
、
蔑
ま
れ
る
風
潮
も
生
ま
れ
た
。

　
次
に
飛
白
と
い
う
書
體
に
關
す
る
記
事
が
『
歸
田
錄
』
に
二
條
見
え
る
。
そ
の
ほ
か
、
歐
陽
脩
「
仁
宗
御
飛
白
記
」（『
居
士
集
』
卷
四

〇
）
に
も
見
え
、
い
ず
れ
も
仁
宗
の
飛
白
書
を
讃
え
る
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
29
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
仁
宗
萬
機
之
暇
、
無
所
玩
好
、
惟
親
翰
墨
、
而
飛
白
尤
爲
神
妙
。
凡
飛
白
以
點
畫
象
物
形
、
而
點
最
難
工
。
至
和
中
、
有
書
待
詔
李
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唐
卿
撰
飛
白
三
百
點
以
進
、
自
謂
窮
盡
物
象
。
上
亦
頗
佳
之
、
乃
特
爲
「
淸
淨
」
二
字
以
賜
之
。
其
六
點
尤
爲
奇
絶
、
又
出
三
百
點

外
。

　
　
仁
宗
萬
機
の
暇
に
、
玩
好
す
る
所
無
く
、
惟
だ
翰
墨
に
親
し
み
、
而
し
て
飛
白
尤
も
神
妙
爲
り
。
凡
そ
飛
白
は
點
畫
を
以
て
物
形
を

象
り
、
而
し
て
點
最
も
工
み
難
し
。
至
和
中
、
書
待
詔
の
李
唐
卿
飛
白
三
百
點
を
撰
し
て
以
て
進
む
る
有
り
、
自
ら
謂
ら
く
物
象
を

窮
め
盡
す
と
。
上
亦
た
頗
る
之
を
佳
と
し
、
乃
ち
特こ

と

に
「
淸
淨
」
二
字
を
爲
し
て
以
て
之
に
賜
う
。
其
の
六
點
尤
も
奇
絶
た
り
て
、

又
た
三
百
點
の
外
に
出
づ
。

　
　
仁
宗
は
諸
々
の
政
務
の
餘
暇
に
、
無
用
な
も
の
を
愛
好
す
る
こ
と
が
な
く
、
た
だ
筆
墨
に
親
し
み
、
飛
白
が
と
り
わ
け
優
れ
て
い

た
。
お
よ
そ
飛
白
は
點
畫
に
よ
っ
て
物
の
形
を
か
た
ど
る
た
め
、
點
を
上
手
く
書
く
の
が
最
も
難
し
い
。
至
和
年
間
、
書
待
詔
の
職

に
あ
っ
た
李
唐
卿
は
飛
白
三
百
點
を
選
ん
で
獻
上
し
、
物
の
形
を
窮
め
盡
し
て
い
る
と
自
負
し
た
。
仁
宗
も
ま
た
非
常
に
こ
れ
を
良

い
出
來
榮
え
で
あ
る
と
し
て
、
そ
こ
で
と
く
に
「
淸
淨
」
の
二
字
を
揮
毫
し
て
唐
卿
に
下
賜
し
た
。
そ
の
な
か
の
六
點
は
絶
妙
で
あ

り
、
三
百
點
の
な
か
で
傑
出
し
て
い
る
。

　
宋
代
で
は
畫
院
と
同
樣
に
御
書
院
が
置
か
れ
た
。
御
書
院
は
「
翰
林
御
書
院
」
の
略
稱
で
あ
り
、
翰
林
院
の
管
轄
下
に
置
か
れ
、
書
待

詔
の
ほ
か
に
書
藝
藝
學
や
祗
侯
が
所
屬
し
て
い
た
。
書
待
詔
は
お
も
に
御
製
、
御
書
、
筆
翰
及
び
書
籍
に
關
す
る
こ
と
を
掌
っ
た
（『
宋

會
要
』「
職
官
」
三
五
參
照
）。

　
飛
白
は
、
刷
毛
や
箒
の
よ
う
な
筆
を
使
っ
て
書
か
れ
る
裝
飾
的
な
書
體
で
あ
る
。
後
漢
の
蔡
邕
を
創
始
者
と
し
、
左
官
が
白
壁
に
刷
毛
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で
字
を
書
い
て
い
る
こ
と
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
い
う
。
本
來
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
諸
說
あ
り
詳
ら
か
に
し
な
い
。
唐
の
張
懷
瓘

『
書
斷
』
に
よ
れ
ば
、
王
隱
と
王
愔
は
、「
飛
白
は
楷
製
（
八
分
を
指
す
）
を
變
ず
る
也
」
と
言
い
、
王
僧
虔
は
「
飛
白
は
八
分
の
輕
き
者

な
り
」
と
言
う
。
北
宋
の
黃
伯
思
『
東
觀
餘
論
』
上
「
論
飛
白
法
」
に
は
「
其
の
絲
髮
の
若
き
處
は
之
を
白
と
謂
い
、
其
の
勢
飛
舉
す
る

は
之
を
飛
と
謂
う
」
と
言
う
。
現
存
す
る
唐
の
太
宗
「
晉
祠
銘
」
や
則
天
武
后
「
昇
仙
太
子
碑
」
な
ど
を
見
れ
ば
、
一
字
の
點
畫
が
黑
一

色
で
は
な
く
、
部
分
的
に
絣
模
樣
め
く
も
の
や
、
末
筆
が
風
に
は
た
め
く
吹
き
流
し
の
よ
う
な
狀
態
に
作
る
。

　
飛
白
書
は
漢
か
ら
唐
に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
、
北
宋
に
入
っ
て
か
ら
も
宮
廷
の
題
額
や
石
碑
の
額
に
使
わ
れ
、
皇
帝
の
權
威
の
象
徵

と
し
て
あ
っ
た
。
道
敎
と
の
關
わ
り
も
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
文
字
の
本
來
持
つ
神
祕
性
を
具
象
化
し
て
い
る
こ
と

が
、
皇
帝
の
御
書
や
題
額
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
宋
史
』
卷
二
六
六
蘇
易
簡
傳
に
は
、
淳
化
二
年
（
九
九

一
）
十
月
、
翰
林
學
士
承
旨
の
蘇
易
簡
は
『
續
翰
林
志
』
二
卷
を
獻
上
し
た
際
、
太
宗
は
薄
絹
に
飛
白
體
で
「
玉
堂
之
署
」
の
四
文
字
を

大
書
し
下
賜
し
た
と
あ
る
。
明
の
陶
宗
儀
『
書
史
會
要
』
卷
六
で
は
、
北
宋
の
各
皇
帝
の
書
に
つ
い
て
評
論
を
加
え
て
お
り
、
飛
白
書
に

つ
い
て
は
、
太
宗
、
仁
宗
を
高
く
評
價
し
て
い
る
。

　
　
○
太
宗
諱
炅
、
太
祖
弟
。
載
櫜
弓
矢
、
垂
意
翰
墨
、
真
草
八
法
、
草
入
三
昧
、
行
書
無
對
、
飛
白
入
神
。

　
　
○
仁
宗
諱
禎
、
真
宗
第
六
子
、
天
德
純
粹
、
無
聲
色
畋
游
之
好
、
平
居
時
御
翰
墨
。
特
喜
飛
白
體
、
埶
遒
勁
可
入
能
品
。

　
79
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
皇
祐
二
年
、
嘉
祐
七
年
季
秋
大
享
、
皆
以
大
慶
殿
爲
明
堂
。
蓋
明
堂
者
、
路
寢
也
。
方
於
寓
祭
圜
丘
、
斯
爲
近
禮
。
明
堂
額
御
篆
、



60歐陽脩『歸田錄』に見る北宋文人世界

以
金
塡
字
、
門
牌
亦
御
飛
白
、
皆
皇
祐
中
所
書
。
神
翰
雄
偉
、
勢
若
飛
動
。
余
詩
云
「
寶
墨
飛
雲
動
、
金
文
耀
日
晶
」
者
、
謂
二
牌

也
。

　
　
皇
祐
二
年
、
嘉
祐
七
年
の
季
秋
大
享
、
皆
な
大
慶
殿
を
以
て
明
堂
と
爲
す
。
蓋
し
明
堂
な
る
は
、
路
寢
也
。
圜
丘
に
祭
寓
す
る
に
方な

ら

び
、
斯
れ
近
禮
と
爲
す
。
明
堂
の
額
の
御
篆
は
、
金
塡
字
を
以
て
し
、
門
牌
も
ま
た
御
飛
白
な
り
、
皆
な
皇
祐
中
に
書
す
る
所
な

り
。
神
翰
雄
偉
、
勢
は
飛
動
の
若
し
。
余
が
詩
に
「
寳
墨
、
飛
雲
動
き
、
金
文
、
耀
日
に
晶

あ
き
ら
か

な
り
」
と
云
う
者
は
、
二
牌
を
謂
う

也
。

　
　
皇
祐
二
年
、
嘉
祐
七
年
の
季
秋
の
大
享
（
大
饗
）
は
、
大
慶
殿
が
明
堂
と
し
て
の
役
割
を
し
た
。
思
う
に
、
明
堂
は
天
子
の
正
殿
で

あ
る
。（
明
堂
で
執
り
行
わ
れ
る
季
秋
の
祭
祀
は
、）
南
郊
壇
で
の
象
徵
的
な
祭
祀
と
同
格
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
近
頃

の
禮
制
と
な
っ
た
。
明
堂
に
揭
げ
ら
れ
た
仁
宗
の
篆
額
は
金
字
に
塗
ら
れ
、
門
牌
も
ま
た
仁
宗
の
飛
白
書
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
皇
祐

年
間
に
揮
毫
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
非
常
に
優
れ
て
い
て
雄
壯
で
、
筆
勢
は
飛
動
す
る
か
の
よ
う
に
（
躍
動
感
が
あ
り
）、
私
が
詩

に
「
寳
墨
、
飛
雲
動
き
、
金
文
、
耀
日
に
晶

あ
き
ら
か

な
り
」
と
詠
ん
だ
の
は
、
こ
の
二
牌
を
指
す
の
で
あ
る
。

　
皇
祐
二
年
（
一
〇
五
〇
）
の
冬
至
は
南
郊
の
大
禮
に
當
た
っ
て
い
た
が
、
そ
の
日
が
晦
日
に
な
る
た
め
、
そ
れ
を
忌
避
し
、
季
秋
の
明

堂
大
饗
を
も
っ
て
そ
れ
に
か
え
よ
う
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
。
宋
庠
（
84
參
照
）、
祁
兄
弟
が
中
心
と
な
っ
て
禮
制
が
檢
討
さ
れ
、「
明

堂
は
布
政
の
宮
、
天
子
の
路
寢
（
政
を
聽
く
正
殿
）」
と
い
う
原
則
が
揭
げ
ら
れ
て
、
國
都
開
封
の
皇
城
の
中
心
を
な
す
大
慶
殿
が
一
時

的
に
明
堂
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
に
決
ま
っ
た（

（
（

。
要
す
る
に
、
朝
賀
、
外
國
使
謁
見
な
ど
、
國
家
儀
式
の
時
の
建
物
を
臨
時
に
「
明
堂
」
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と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
ま
た
、
宋
代
の
明
堂
に
は
そ
れ
ま
で
と
大
き
な
差
異
が
で
き
、
南
郊
の
大
禮
と
す
べ
て
が
同

格
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
梅
原
郁
「
皇
帝
・
祭
祀
・
國
都
」
中
村
賢
二
郞
編
『
歷
史
の
な
か
の
都
市
　
續
都
市
の
社
會
史
』
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
六
所
收
　
參
照
）。

　「
寶
墨
飛
雲
動
、
金
文
耀
日
晶
」
の
詩
句
に
つ
い
て
は
、『
居
士
集
』
卷
一
三
「
明
堂
慶
成
」
に
「
寳
墨
飛
雲
動
、
金
文
耀
日
晶
。
從
臣

才
力
薄
、
無
以
頌
休
明
」
と
見
え
る
。「
端
明
殿
學
士
蔡
公
墓
誌
銘
」（『
居
士
集
』
卷
三
五
）
に
「（
嘉
祐
）
七
年
、
季
秋
大
享
明
堂
、
後

數
月
、
仁
宗
崩
」
と
あ
り
、
明
堂
で
行
わ
れ
た
祭
祀
の
後
、
程
な
く
し
て
仁
宗
は
崩
御
す
る
。
仁
宗
の
治
世
に
進
士
に
擧
げ
ら
れ
、
天
子

の
弟
子
と
し
て
の
自
覺
を
持
つ
歐
陽
脩
は
、
明
堂
や
門
牌
に
揭
げ
ら
れ
た
仁
宗
の
書
を
と
り
わ
け
感
慨
深
く
眺
め
た
こ
と
と
想
像
さ
れ

る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
飛
白
書
は
宋
初
か
ら
す
で
に
翳
り
を
見
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
朱
長
文
『
續
書
斷
』
上
「
宸
翰
述
」
に
、

　
　（
太
宗
）
飛
白
の
筆
勢
工
み
な
る
も
の
罕
な
り
。
吾
れ
亦
た
此
れ
自
り
廢
絶
せ
ん
こ
と
を
恐
る
。
蓋
し
深
く
書
法
の
缺
墜
を
慮
り

て
、
勤
め
て
以
て
之
を
興
さ
ん
と
す
〈
中
略
〉
古
自
り
飛
白
は
傳
う
る
者
有
る
こ
と
罕
な
り
。
惟
だ
先
帝
（
眞
宗
を
指
す
）
の
已
墜

に
興
し
、
永
く
將
來
に
輝
か
す
。
厥
れ
惟
れ
艱
い
哉
。

と
あ
り
、
太
宗
は
飛
白
が
廢
れ
て
ゆ
く
の
を
憂
慮
し
て
、
復
興
さ
せ
よ
う
と
勤
め
た
。
眞
宗
も
ま
た
衰
微
し
て
い
た
の
を
再
び
盛
ん
に
し

て
、
將
來
に
展
望
を
開
こ
う
と
し
た
が
、
ま
こ
と
に
難
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
く
し
て
、
飛
白
書
は
北
宋
後
半
に
は
文
獻
か
ら
影
を
潛

め
る
よ
う
に
な
っ
て
ゆ
く
。
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三
　
書
畫
と
詩

　
次
の
66
は
、
五
代
北
宋
の
畫
の
大
家
が
名
を
連
ね
、
名
畫
に
關
す
る
當
時
の
流
布
狀
況
と
歐
陽
脩
の
繪
畫
觀
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
近
時
名
畫
、
李
成
、
巨
然
山
水
、
包
鼎
虎
、
趙
昌
花
果
。
成
官
至
尙
書
郞
、
其
山
水
寒
林
、
往
往
人
家
有
之
。
巨
然
之
筆
、
惟
學
士

院
玉
堂
北
壁
獨
存
、
人
間
不
復
見
也
。
包
氏
宣
州
人
、
世
以
畫
虎
名
家
、
而
鼎
最
爲
妙
、
今
子
孫
猶
以
畫
虎
爲
業
、
而
曾
不
得
其
髣

髴
也
。
昌
花
寫
生
逼
眞
而
筆
法
輭
俗
、
殊
無
古
人
格
致
、
然
時
亦
未
有
其
比
。

　
　
近
時
の
名
畫
は
、
李
成
、
巨
然
の
山
水
、
包
鼎
の
虎
、
趙
昌
の
花
果
な
り
。
成
、
官
は
尙
書
郞
に
至
る
。
其
の
山
水
寒
林
は
、
往
往

に
し
て
人
家
之
有
り
。
巨
然
の
筆
は
、
惟
だ
學
士
院
玉
堂
の
北
壁
に
獨
り
存
す
。
人
間
復
た
見
ざ
る
也
。
包
氏
は
宣
州
の
人
、
世よ

よ

に

虎
を
畫
く
を
以
て
名
家
た
り
、
而
し
て
鼎
最
も
妙
爲
り
。
今
、
子
孫
は
猶
お
虎
を
畫
く
を
以
て
業
と
爲
し
、
而
る
に
曾
て
其
の
髣
髴

た
る
を
得
ざ
る
也
。
昌
の
花
、
寫
生
眞
に
逼
る
。
筆
法
輭
俗
、
殊
に
古
人
の
格
致
無
し
、
然
れ
ど
も
時
に
亦
た
未
だ
其
の
比
ぶ
る
有

ら
ず
。

　
　
近
頃
の
名
畫
に
は
、
李
成
、
巨
然
の
山
水
、
包
鼎
の
虎
、
趙
昌
の
花
果
が
あ
る
。
李
成
は
、
官
職
が
尙
書
郞
に
至
っ
た
。
そ
の
「
山

水
寒
林
」
は
民
間
に
點
在
す
る
が
、
巨
然
の
畫
は
學
士
院
玉
堂
の
北
壁
に
殘
る
の
み
で
、
世
間
で
は
再
び
流
布
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
包
氏
は
宣
州
（
安
徽
省
）
の
人
で
、
代
々
虎
の
畫
に
よ
っ
て
名
が
聞
こ
え
、
な
か
で
も
包
鼎
が
最
も
優
れ
て
い
た
。
今
、
子
孫

も
ま
た
虎
を
畫
く
こ
と
を
生
業
と
し
て
い
る
が
、
す
こ
し
も
包
鼎
の
畫
の
面
影
は
な
い
。
趙
昌
の
花
は
、
本
物
そ
っ
く
り
に
寫
し
描
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か
れ
て
い
る
。
筆
法
は
軟
弱
で
あ
り
古
の
優
れ
た
人
物
の
風
趣
は
な
い
が
、
當
時
、
趙
昌
に
比
肩
す
る
も
の
が
世
に
輩
出
さ
れ
な

か
っ
た
。

　
李
成
（
九
一
九
　
九
六
七
）
は
唐
の
宗
室
出
身
。
字
は
咸
熙
。
原
籍
は
長
安
で
あ
る
が
、
唐
末
五
代
の
戰
亂
を
避
け
て
、
營
丘
（
山
東

省
益
都
）
に
移
る
。
宋
初
、
司
農
卿
の
衞
融
に
招
か
れ
て
河
南
淮
陽
に
移
っ
た
が
、
日
々
酒
に
耽
り
醉
死
し
た
と
傳
え
ら
れ
る
。
山
水
畫

の
な
か
で
も
平
遠
山
水
を
得
意
と
し
、
淡
墨
を
用
い
る
點
が
特
色
で
、「
墨
を
惜
し
む
こ
と
金
の
如
し
」
と
評
さ
れ
る
。
ま
た
、
北
宋
末

に
は
す
で
に
眞
蹟
は
非
常
に
少
な
く
僞
作
が
多
く
な
り
、
米
芾
（
（1
（

が
「
無
李
論
」
を
唱
え
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。『
宣
和
畫
譜
』
に
一
八
九
幅

の
作
品
を
著
錄
す
る
が
、
そ
の
眞
僞
は
分
か
ら
な
い
。
歐
陽
脩
は
李
成
が
尙
書
郞
に
至
っ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
後
の
王
闢
之
『
澠
水
燕

談
錄
』、
王
明
淸
『
揮
塵
錄
』
よ
り
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　
巨
然
は
江
寧
（
南
京
）
の
人
。
開
元
寺
の
僧
。
生
卒
年
不
詳
。
南
唐
の
滅
亡
に
よ
り
、
李
煜
に
つ
き
從
っ
て
開
封
（
河
南
省
）
に
移

り
、
開
寶
寺
に
住
し
た
。
師
の
董
源
と
竝
び
「
董
巨
」
と
稱
さ
れ
、
南
宗
畫
の
代
表
的
畫
家
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
荊
浩
、
關
仝
と
と
も
に

五
代
北
宋
の
四
大
山
水
畫
家
に
數
え
ら
れ
る
。
淳
化
三
年
（
九
九
二
）
頃
、
蘇
易
簡
は
巨
然
に
命
じ
て
、
翰
林
學
士
院
廳
の
玉
堂
と
そ
の

後
廡
の
二
書
閣
に
煙
嵐
曉
景
の
山
水
を
描
か
せ
壁
面
を
飾
ら
せ
た（

（1
（

。
玉
堂
の
後
壁
に
描
か
れ
た
巨
然
の
山
水
に
つ
い
て
は
、
歐
陽
脩
「
跋

學
士
院
御
詩
」
に
「
院
中
の
名
畫
、
舊
董
羽
の
水
、
僧
巨
然
の
山
有
り
、
玉
堂
の
後
壁
に
在
り
」
と
あ
り
、
ま
た
錢
惟
演
『
金
坡
遺
事
』

に
「
玉
堂
の
後
の
北
壁
の
兩
堵
に
董
羽
の
畫
け
る
水
、
正
北
の
一
壁
に
吳
僧
巨
然
の
畫
け
る
山
水
、
皆
な
遠
思
有
り
、
一
時
の
絶
筆
也
」

と
あ
っ
て
、
董
羽
の
畫
水
と
と
も
に
、
當
時
の
士
大
夫
た
ち
か
ら
絶
贊
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
小
川
裕
充
「
院
中
の
名
畫
」『
鈴
木

敬
先
生
還
曆
記
念
中
國
繪
畫
史
論
集
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
　
參
照
）。

　
李
成
の
畫
が
民
間
に
點
在
す
る
一
方
で
、
巨
然
の
畫
が
世
間
に
ほ
と
ん
ど
流
布
し
て
い
な
い
と
い
う
記
錄
は
、
北
宋
初
期
の
蜀
や
南
畫
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の
優
位
か
ら
狀
況
が
大
き
く
變
化
し
て
お
り
、
北
宋
中
期
に
お
け
る
李
成
の
畫
名
が
歐
陽
脩
の
よ
う
な
大
官
に
も
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
の

貴
重
な
證
言
と
な
っ
て
い
る（

（1
（

。

　
包
鼎
は
宣
城
（
安
徽
省
宣
城
）
の
人
。
虎
を
描
く
の
を
得
意
と
し
、
こ
の
記
事
で
は
「
最
も
妙
た
り
」
と
高
い
評
價
を
與
え
て
い
る
。

し
な
し
な
が
ら
、『
圖
畫
見
聞
誌
』
に
は
、
父
の
包
貴
に
は
技
量
が
及
ば
な
か
っ
た
と
す
る
評
價
を
加
え
る（

（1
（

。『
宣
和
畫
譜
』
は
さ
ら
に
嚴

し
く
、
當
時
名
聲
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
畫
風
が
卑
俗
で
粗
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
『
畫
譜
』
に
採
錄
す
る
に
値
し
な
い

と
ま
で
述
べ
る（

（1
（

。『
圖
畫
見
聞
誌
』
の
成
書
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
書
が
熙
寧
七
年
（
一
〇
七
四
）
に
至
る
ま
で
の
畫
家
を
採
錄
し

て
い
る
こ
と
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
或
い
は
こ
の
『
歸
田
錄
』
の
記
述
が
包
鼎
に
關
す
る
最
も
早
い
記
錄
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な

い
。

　
趙
昌
は
北
宋
の
花
鳥
畫
を
代
表
す
る
畫
家
で
あ
る
。
生
沒
年
不
詳
。
字
は
昌
之
。
劍
南
（
一
說
に
廣
漢
と
も
言
う
が
、
と
も
に
四
川

省
）
の
人
。
蜀
の
花
鳥
畫
家
の
滕
昌
祐
を
師
と
し
た
が
、
技
量
は
師
を
凌
駕
し
、
ま
た
徐
崇
嗣
に
沒
骨
法
を
倣
う
。
草
蟲
、
花
果
の
畫
に

優
れ
、
枝
の
一
部
を
冩
し
た
折
枝
畫
が
多
く
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
自
ら
「
冩
生
趙
昌
」
と
號
し
た
。
眞
宗
大
中
祥
符
（
一
〇
〇
八
　
一
〇

一
六
）
に
活
躍
し
た
が
、
輕
々
に
作
品
を
人
に
與
え
ず
、
外
に
流
出
し
た
も
の
は
晩
年
自
ら
買
い
戾
し
た
た
め
、
世
に
傳
わ
る
も
の
は
稀

で
あ
る
。 

　
畫
論
で
は
、
劉
道
醇
『
聖
朝
名
畫
評
』
卷
三
花
卉
翎
毛
門
第
四
・
妙
品
、
郭
若
虛
『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
四
紀
藝
下
・
花
鳥
門
、『
宣
和

畫
譜
』
卷
一
八
花
鳥
四
に
傳
記
が
見
え
る
。『
聖
朝
名
畫
評
』
に
は
、
趙
昌
が
丁
朱
崖
か
ら
長
壽
の
祝
い
に
白
金
五
百
兩
を
贈
ら
れ
た
こ

と
に
感
じ
て
、
蔬
果
を
に
わ
か
に
畫
い
た
逸
話
を
併
せ
て
載
せ
る
。『
聖
朝
名
畫
評
』（「
得
形
似
」）『
圖
畫
見
聞
誌
』（「
精
者
也
」）
は
と

も
に
趙
昌
が
對
象
を
精
密
に
冩
生
（
模
冩
）
す
る
畫
風
を
襃
貶
を
交
え
ず
評
價
す
る
に
止
ま
る
が
、『
宣
和
畫
譜
』
に
は
、
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畫
工
は
特
だ
其
そ
の
形
を
取
る
耳
、
昌
の
作
の
若
き
は
、
則
ち
特
だ
に
其
の
形
似
を
取
る
の
み
な
ら
ず
、
直
に
花
の
與
に
神
を
傳
う

る
者
也
。
又
た
雜
う
る
に
文
禽
貓
兔
を
以
て
す
る
も
、
議
す
る
者
以
て
謂
ら
く
其
の
長
ず
る
所
に
非
ず
と
、
然
ら
ば
妙
處
は
正
に
是

に
在
ら
ず
。
觀
者
以
て
略
す
可
べ
也
。

と
あ
り
、
一
步
進
め
て
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
は
對
象
を
精
密
に
冩
し
取
る
「
形
似
」
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
花
の
內
に
宿
る
「
神
」
を
畫

い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
趙
昌
が
た
ん
な
る
職
能
と
し
て
繪
畫
の
制
作
に
從
事
す
る
「
畫
工
」
の
如
き
も
の
で
は
な

い
こ
と
を
强
調
す
る
撰
者
の
苦
し
い
辯
明
が
見
て
取
れ
る
。 

　
一
方
、
歐
陽
脩
は
上
揭
の
畫
論
の
評
價
と
は
異
な
り
、「
筆
法
輭
俗
、
殊
に
古
人
の
格
致
無
し
」
と
手
嚴
し
い
評
價
を
下
し
て
い
る
。

そ
こ
に
は
、
士
大
夫
に
よ
る
文
人
畫
と
畫
工
に
よ
る
畫
と
の
間
に
一
線
を
隔
す
る
、
士
大
夫
と
し
て
の
藝
術
觀
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い

る
。

　
續
け
て
107
は
、
繪
畫
に
關
す
る
笑
話
風
の
逸
話
で
あ
る
。

　
　
章
郇
公
（
得
象
）
與
石
資
政
（
中
立
）
素
相
友
善
。
而
石
喜
談
諧
、
嘗
戲
章
云
「
昔
時
名
畫
、
有
戴
松
牛
、
韓
幹
馬
、
而
今
有
章
得

象
也
」。
世
言
閩
人
多
短
小
、
而
長
大
者
必
爲
貴
人
。
郇
公
身
既
長
大
、
而
語
聲
如
鐘
、
豈
出
其
類
者
是
爲
異
人
乎
。
其
爲
相
務
以

厚
重
、
鎮
止
浮
競
、
時
人
稱
其
德
量
。

　
　
章
郇
公
は
石
資
政
と
素
よ
り
相
い
友
善
す
。
石
喜
ん
で
諧
を
談
じ
、
嘗
て
章
に
戲
れ
て
云
う
「
昔
時
の
名
畫
に
、
戴
松
の
牛
、
韓
幹

の
馬
有
り
、
今
は
章
得
の
象
有
る
也
」
と
。
世
に
閩
人
に
短
小
多
け
れ
ど
も
、
長
大
な
る
者
は
必
ず
貴
人
と
爲
す
と
言
う
。
郇
公
身
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既
に
長
大
に
し
て
語
聲
は
鐘
の
如
し
、
豈
に
其
の
類
を
出
づ
る
者
是
れ
異
人
爲
ら
ん
か
。
其
の
相
爲
る
や
務
む
る
に
厚
重
を
以
て

し
、
浮
競
を
鎭
止
し
、
時
人
其
の
德
量
を
稱
う
。

　
　
章
得
象
と
石
中
立
は
か
ね
て
よ
り
仲
が
良
か
っ
た
。
中
立
は
冗
談
を
言
う
の
が
好
き
で
、
か
つ
て
得
象
に
「
昔
の
名
畫
に
、
戴
嵩
の

牛
と
韓
幹
の
馬
が
あ
る
が
、
今
は
章
得
象0

の
象0

が
あ
る
」
と
ふ
ざ
け
て
言
っ
た
。
閩
（
今
の
福
建
省
）
の
人
に
小
柄
な
も
の
が
多
い

が
、
大
柄
な
も
の
は
必
ず
や
ん
ご
と
な
き
身
分
の
人
で
あ
る
と
世
間
で
は
言
わ
れ
る
。
得
象
は
體
格
が
充
分
に
大
柄
で
、
話
し
聲
は

鐘
の
よ
う
に
大
き
く
響
き
、
常
人
に
拔
き
ん
出
て
い
る
の
は
、
ま
こ
と
に
優
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
體
現
し
て
い
る
。
宰
相
の
職

務
に
あ
っ
て
は
重
々
し
く
落
ち
著
き
が
あ
り
、
自
ら
を
愼
ん
で
い
た
の
で
、
當
時
の
人
々
は
そ
の
人
德
を
稱
揚
し
た
。

　
章
得
象
（
九
七
八
　
一
〇
四
八
）
は
、
浦
城
（
今
の
福
建
省
）
の
人
。
咸
平
五
年
の
進
士
。『
宋
史
』
卷
三
一
一
の
傳
に
、
そ
の
人
柄

を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
話
が
見
え
る
。
楊
億
が
天
子
を
補
佐
す
る
器
の
あ
る
人
物
と
し
て
得
象
を
朝
廷
に
薦
め
る
際
に
、
彼
と
共
に
李
昉

の
家
で
賭
博
を
し
た
時
の
話
を
取
り
上
げ
た
。
章
得
象
は
一
晩
で
錢
三
十
萬
負
け
た
が
氣
に
も
留
め
ず
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠
り
、
他
日
再
度

負
け
た
時
に
も
錢
箱
の
封
じ
紙
も
開
け
ず
に
、
有
り
金
す
べ
て
を
卽
座
に
相
手
に
渡
す
な
ど
、
度
量
の
大
き
い
人
物
で
あ
る
こ
と
を
說
い

た
。
ま
た
、
寶
元
元
年
（
一
〇
三
八
）
か
ら
慶
曆
五
年
（
一
〇
四
五
）
ま
で
の
約
八
年
間
宰
相
の
任
に
あ
っ
た
が
、
自
ら
の
宗
黨
親
戚
に

便
宜
を
與
え
る
こ
と
は
せ
ず
、
淸
廉
忠
誠
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

　
石
中
立
は
洛
陽
の
人
。
北
宋
の
名
相
石
熙
載
の
子
で
あ
る
。
諧
謔
を
弄
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
こ
と
が
裏
目
に
出
て
、
景
祐
四
年
（
一
〇

三
七
）
に
參
知
政
事
を
拜
す
る
も
、
高
官
た
る
立
場
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
諫
官
で
あ
っ
た
韓
琦
に
よ
っ
て
一
年
足

ら
ず
で
罷
免
さ
れ
、
太
子
少
傅
を
以
て
致
仕
し
た
。『
宋
史
』
卷
二
六
三
に
傳
が
あ
る
。
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戴
松
は
戴
嵩
を
指
し
、
畫
牛
の
名
手
の
唐
代
の
畫
家
で
、『
歷
代
名
畫
記
』
卷
九
に
傳
が
見
え
る
。
韓
幹
は
畫
馬
で
聞
こ
え
た
同
じ
く

唐
代
の
畫
家
で
、
同
書
卷
九
に
傳
が
見
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
章
得
象
の
象
に
つ
い
て
は
、
彼
は
北
宋
の
政
治
家
で
あ
り
、
畫
論
に
そ
の
名

を
留
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
宋
の
米
芾
『
畫
史
』
に
「
今
人
無
名
を
以
て
有
名
た
ら
し
む
る
こ
と
勝
げ
て
數
う
べ
か
ら
ず
。
故

に
諺
に
云
う
、
牛
は
卽
ち
戴
嵩
、
馬
は
卽
ち
韓
幹
、
鶴
は
卽
ち
杜
荀
、
象
は
卽
ち
章
得
也
と
」
と
あ
る
。
杜
荀
は
、
晩
唐
の
詩
人
で
あ

る
杜
荀
鶴
を
指
し
、
杜
荀
鶴
、
章
得
象
は
と
も
に
、
そ
の
名
に
含
ま
れ
る
「
鶴
」「
象
」
に
因
ん
で
か
く
仕
立
て
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ

て
、
然
る
べ
き
根
據
を
持
た
な
い
。
こ
れ
は
石
中
立
が
思
い
つ
い
た
洒
落
な
の
か
、
そ
れ
と
も
當
時
人
々
の
口
に
上
っ
て
い
た
も
の
な
の

か
は
判
然
と
し
な
い
。
因
み
に
、
鶴
を
描
い
た
名
畫
と
し
て
は
、
唐
の
薛
稷
（
六
四
九
　
七
一
三
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
戴
嵩
の
牛

に
つ
い
て
は
「
書
戴
嵩
畫
牛
」（『
東
坡
題
跋
』
卷
五
）
に
見
え
る
次
の
話
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

　
　
蜀
中
有
杜
處
士
、
好
書
畫
、
所
寶
以
百
數
。
有
戴
嵩
牛
一
軸
、
尤
所
愛
、
錦
囊
玉
軸
、
常
以
自
隨
。
一
日
曝
書
畫
、
有
一
牧
童
見

之
、
撫
掌
大
笑
曰
「
此
畫
鬥
牛
耶
。
牛
鬥
力
在
角
、
尾
搐
入
兩
股
間
。
今
乃
掉
尾
而
斗
、
謬
矣
」。
處
士
笑
而
然
之
。
古
語
有
云

「
耕
當
問
奴
、
織
當
問
婢
」。
不
可
改
也
。

　
　
蜀
中
に
杜
處
士
有
り
、
書
畫
を
好
く
し
、
寶
と
す
る
所
百
を
以
て
數
う
。
戴
嵩
の
牛
一
軸
有
り
て
、
尤
も
愛
す
る
所
な
り
、
錦
囊
玉

軸
、
常
に
以
て
自
ら
隨
う
。
一
日
書
畫
を
曝
す
に
、
一
牧
童
之
を
見
る
有
り
、
掌
を
撫
で
て
大
笑
し
て
曰
く
、「
此
の
畫
は
鬥
牛
な

る
か
、
牛
の
鬥
力
は
角
に
在
り
て
、
尾
は
兩
股
間
に
搐ひ

き
入
る
。
今
乃
ち
尾
を
掉ふ
る

い
て
斗た
た
かう
は
、
謬
れ
り
」
と
。
處
士
笑
い
て
之
を

然
り
と
す
。
古
語
に
云
う
有
り
、「
耕
は
當
に
奴
に
問
う
べ
し
、
織
は
當
に
婢
に
問
う
べ
し
」
と
。
改
む
る
可
か
ら
ざ
る
也
。
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韓
幹
に
つ
い
て
補
足
す
れ
ば
、
生
没
年
不
詳
、
大
梁
（
開
封
）
の
人
。
王
維
に
畫
才
を
認
め
ら
れ
、
後
に
畫
馬
で
名
高
い
曹
霸
に
學

ぶ
。
玄
宗
は
大
馬
を
好
ん
だ
こ
と
か
ら
、
厩
の
四
十
萬
頭
の
馬
を
韓
幹
に
描
か
せ
た
。
杜
甫
「
丹
靑
引
贈
曹
將
軍
霸
」
に
「
韓
は
惟
だ
肉

を
畫
き
、
骨
を
畫
か
ず
」
と
見
え
る
が
、
解
釋
の
分
か
れ
る
箇
所
で
も
あ
る（

（1
（

。
ま
た
、『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
一
「
敍
國
朝
求
訪
」
に
は
、

國
初
の
圖
畫
蒐
集
に
先
立
ち
韓
幹
の
馬
圖
が
內
府
に
獻
上
さ
れ
た
こ
と
が
記
錄
さ
れ
て
い
る
。

　
　
太
平
興
國
間
、
天
下
郡
縣
に
詔
し
て
、
前
哲
の
墨
蹟
圖
畫
を
搜
訪
せ
し
む
。
是
よ
り
先
、 

荆
湖
轉
運
使
は
漢
の
張
芝
の
草
書
、
唐
の

韓
幹
の
馬
二
本
を
得
、
以
て
之
を
獻
じ
、
韶
州
は
張
九
齡
の
畫
像
、
幷
び
に
文
集
九
卷
を
得
て
表
進
す
。
後
の
繼
ぐ
者
は
、
勝
げ
て

紀
す
べ
き
難
し
。
又
た
待
詔
の
高
文
進
、
黃
居
寀
に
勅
し
て
民
間
圖
畫
を
搜
訪
せ
し
む
。

　
そ
の
他
、
書
畫
に
も
言
及
さ
れ
る
文
人
と
し
て
69
の
林
逋
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
關
わ
る
記
述
は
至
っ
て
簡
略
な
も
の
で
、
記
事

の
ほ
と
ん
ど
は
詩
に
ま
つ
わ
る
話
に
割
か
れ
る
。

　
　
處
士
林
逋
、
居
於
杭
州
西
湖
之
孤
山
。
逋
工
筆
畫
、
善
爲
詩
、
如
「
草
泥
行
郭
索
、
雲
木
叫
鉤
輈
」、
頗
為
士
大
夫
所
稱
。
又
梅
花

詩
云
「
疏
影
橫
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃
昏
」。
評
詩
者
謂
前
世
詠
梅
者
多
矣
、
未
有
此
句
也
。
又
其
臨
終
爲
句
云
「
茂
陵
他
日

求
遺
稿
、
猶
喜
曾
無
封
禪
書
」、
尤
爲
人
稱
誦
。
自
逋
之
卒
、
湖
山
寂
寥
、
未
有
繼
者
。

　
　
處
士
林
逋
、
杭
州
西
湖
の
孤
山
に
居
す
。
逋
筆
畫
に
工
み
、
善
く
詩
を
爲つ

く

り
、「
草
泥
行
く
こ
と
郭
索
、
雲
木
叫な

く
こ
と
鉤
輈
」
の

如
き
は
、
頗
る
士
大
夫
の
稱
う
る
所
と
爲
る
。
又
た
梅
花
詩
に
云
う
「
疎
影
橫
斜
し
て
、
水
は
淸
淺
た
り
、
暗
香
浮
動
し
て
、
月
は
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黃
昏
」
と
。
詩
を
評
す
る
者
は
、
前
世
に
梅
を
詠
む
者
多
し
、
未
だ
此
の
句
有
ら
ざ
る
也
と
謂
う
。
又
た
其
の
臨
終
に
句
を
爲つ

く

り
て

「
茂
陵
に
他
日
遺
稿
を
求
む
る
も
、
猶
お
喜
ば
ん
曾
て
封
禪
の
書
無
き
を
」
と
云
う
は
、
尤
も
人
に
稱
誦
せ
ら
る
。
逋
の
卒
し
て
自

り
、
湖
山
寂
寥
と
し
て
、
未
だ
繼
ぐ
者
有
ら
ず
。

　
　
隱
士
の
林
逋
は
、
杭
州
西
湖
の
孤
山
に
居
を
構
え
た
。
逋
は
書
畫
に
優
れ
、
詩
作
に
長
じ
て
い
た
。「
草
泥
行
く
こ
と
郭
索
、
雲
木

叫
く
こ
と
鉤
輈
」
の
よ
う
な
句
は
、
士
大
夫
逹
に
非
常
に
賞
贊
さ
れ
た
。
ま
た
、「
山
園
小
梅
」
詩
に
「
疎
影
橫
斜
し
て
、
水
は
淸

淺
た
り
、
暗
香
浮
動
し
て
、
月
は
黃
昏
」
と
詠
ん
だ
。
詩
を
評
す
る
者
は
、
こ
れ
ま
で
梅
を
詠
む
者
が
多
か
っ
た
が
、
ま
だ
こ
の
句

に
匹
敵
す
る
も
の
は
無
い
と
言
う
。
ま
た
、
逋
は
辭
世
の
句
を
作
り
、「
茂
陵
に
他
日
遺
稿
を
求
む
る
も
、
猶
お
喜
ば
ん
曾
て
封
禪

の
書
無
き
を
」
と
詠
み
、
人
々
に
と
り
わ
け
襃
め
稱
え
ら
れ
た
。
逋
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
、
西
湖
の
ほ
と
り
の
山
は
寂
し
く
靜
か

で
、
い
ま
だ
後
を
繼
ぐ
も
の
は
現
わ
れ
て
い
な
い
。

　
林
逋
（
九
六
七
　
一
〇
二
八
）
は
杭
州
（
浙
江
省
）
の
人
。
字
は
君
復
、
眞
宗
に
よ
っ
て
和
靖
と
諡
さ
れ
る
。
幼
く
し
て
孤
兒
と
な

り
、
貧
窮
の
な
か
に
あ
っ
て
生
涯
出
仕
し
な
か
っ
た
。
景
德
三
年
（
一
〇
〇
六
）
に
杭
州
の
西
湖
の
ほ
と
り
に
あ
る
孤
山
に
廬
を
結
ん
で

隱
棲
し
た
。
妻
を
娶
ら
ず
梅
と
鶴
を
愛
し
「
梅
妻
鶴
子
」
と
呼
ば
れ
た
。
名
聲
が
高
ま
る
と
、
眞
宗
が
食
糧
や
衣
料
を
贈
る
ほ
ど
で
あ
っ

た
。
詩
も
梅
を
題
材
に
し
た
も
の
に
秀
作
が
多
い
。
隱
棲
前
か
ら
名
高
い
詩
人
で
あ
り
、
書
く
は
し
か
ら
破
り
捨
て
た
た
め
、
現
存
す
る

も
の
は
三
百
首
餘
り
に
す
ぎ
な
い
。

　「
草
泥
行
郭
索
、
雲
木
叫
鉤
輈
」
の
句
は
、
現
存
す
る
『
林
和
靖
先
生
詩
集
』
四
卷
、
補
一
卷
に
こ
の
二
句
し
か
殘
っ
て
お
ら
ず
、
題

名
も
不
明
。
宋
の
沈
括
『
夢
溪
筆
談 

』
卷
十
四
藝
文
一
に
よ
れ
ば
、
歐
陽
脩
は
こ
の
句
を
い
つ
も
愛
唱
し
て
お
り
、
用
語
が
新
鮮
で
、
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對
句
も
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

（1
（

。「
鉤
輈
」
は
鷓し

ゃ

鴣こ

の
鳴
き
聲
。「
郭
索
」
は
カ
ニ
が
步
く
と
き
の
ガ
サ
ガ
サ
と

い
う
擬
音
語
。
揚
雄
『
太
玄
經
』
卷
二
銳
卦
に
「
蟹
之
郭
索
、
心
不
一
也
」
と
あ
る
。
ま
た
、
宋
の
吳
自
牧
『
夢
粱
錄
』
一
八
に
「
西
湖

舊
多
葑
田
、
蟹
螫
產
之
。
今
湖
中
官
司
開
坼
蕩
地
艱
得
矣
」
と
あ
り
、
西
湖
は
以
前
は
葑ま

こ

田も

が
多
く
、
蟹
が
生
息
し
て
い
た
が
、
現
在
役

所
が
そ
の
場
所
を
開
鑿
し
た
た
め
捕
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
。

　「
疏
影
橫
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃
昏
」
の
詩
句
は
「
山
園
小
梅
」
詩
二
首
の
其
一
（『
林
和
靖
先
生
詩
集
』
卷
二
）
に
見
え
、
歐
陽

脩
の
激
賞
を
得
て
世
に
廣
ま
っ
た
こ
と
が
黃
庭
堅
の
證
言
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る（

（1
（

。

　
　
衆
芳
搖
落
獨
暄
妍
、
占
盡
風
情
向
小
園
。
　
衆
芳
は
搖
落
す
る
も
獨
り
暄
妍
た
り
、
風
情
を
占
め
盡
く
し
て
小
園
に
向
か
う

　
　
疎
影
橫
斜
水
淸
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃
昏
。
　
疎
影
橫
斜
し
て
水
は
淸
淺
た
り
、
暗
香
浮
動
し
て
月
は
黃
昏

　
　
霜
禽
欲
下
先
偸
眼
、
粉
蝶
如
知
合
斷
魂
。
　
霜
禽
は
下
ら
ん
と
欲
し
て
先
ず
眼
を
偸
み
、
粉
蝶
の
如
し
知
ら
ば
合ま

さ

に
魂
を
斷
つ
べ
し

　
　
幸
有
微
吟
可
相
狎
、
不
須
檀
板
共
金
尊
。
　
幸
い
に
微
吟
の
相
狎な

る
可
き
有
り
、
檀
板
と
金
尊
と
を
須
い
ず󠄁

　
林
逋
の
詩
と
書
に
關
し
て
、
蘇
軾
（
一
〇
三
六
　
一
一
〇
一
）
は
「
詩
如
東
野
不
言
寒
、
書
似
留
臺
差
少
肉
（
詩
は
孟
郊
に
似
る
が

寒
々
と
し
た
趣
は
な
く
、
書
は
李
建
中
に
似
て
や
や
瘦
せ
て
い
る
所
に
特
徵
が
あ
る
）」（「
書
林
逋
詩
後
」『
集
註
分
類
東
坡
先
生
詩
』
巻

二
五
）
と
評
す
る
。「
東
野
」
は
中
唐
期
の
詩
人
で
あ
る
孟
郊
の
字
で
あ
る
。
詩
風
が
孟
郊
に
比
擬
さ
れ
る
が
、
同
じ
く
蘇
軾
は
孟
郊
と

賈
島
の
詩
の
特
色
を
「
郊
寒
島
瘦
（
孟
郊
の
詩
風
は
寒
々
と
し
て
い
て
、
賈
島
の
詩
風
は
瘦
せ
こ
け
て
い
る
）」（「
祭
柳
子
玉
文
」『
蘇
軾

文
集
』
卷
六
十
三
）
と
槪
括
し
て
い
る
。「
留
臺
」
は
李
建
中
（
九
四
五
　
一
〇
一
三
）
を
指
し
、
西
京
留
司
御
史
臺
の
官
に
つ
い
た
こ

と
に
由
來
し
、
北
宋
初
期
の
士
大
夫
逹
が
爭
っ
て
學
ん
だ
と
傳
え
ら
れ
る
能
書
家
で
あ
る（

（1
（

。
こ
の
批
評
は
二
人
の
詩
を
け
っ
し
て
否
定
し
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て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
新
し
い
美
意
識
を
看
取
し
て
い
る
と
理
解
し
て
よ
く
、
林
逋
の
透
明
感
あ
る
鮮
や
か
な
詩
風
を
蘇
軾
獨

自
の
感
覺
で
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、
詩
と
書
を
同
列
に
批
評
し
よ
う
と
す
る
藝
術
・
文
學
觀
も
垣
間
見
え
て
興
味
深
い
（
（2
（

。「
茂
陵
他
日
求

遺
稿
、
猶
喜
曾
無
封
禪
書
」
の
詩
句
は
、『
林
和
靖
先
生
詩
集
』
卷
四
「
先
生
將
終
之
歲
自
作
夀
堂
因
書
一
絶
以
誌
之
」
に
「
湖
上
靑
山

對
結
廬
、
墳
頭
秋
色
亦
蕭
踈
、
茂
陵
他
日
求
遺
稿
、
猶
喜
曾
無
封
禪
書
」
と
あ
り
、『
宋
史
』
卷
四
五
七
の
傳
に
も
見
え
る
。 

　
歐
陽
脩
の
著
作
の
中
で
、
こ
の
條
以
外
に
林
逋
に
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、「
疎
影
橫
斜
水
淸
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃

昏
」
の
句
が
、
歐
陽
脩
の
賞
贊
に
よ
っ
て
世
に
廣
ま
り
、
後
の
詩
話
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
超
俗
と
高
節
を
併

せ
持
つ
林
逋
は
、
晩
年
の
歐
陽
脩
に
と
っ
て
理
想
的
な
文
人
像
で
あ
り
、
是
非
と
も
書
き
留
め
て
お
き
た
い
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
と

言
っ
て
も
過
ぎ
る
こ
と
は
な
か
ろ
う
。

　
一
方
、
書
畫
に
關
し
て
は
「
筆
畫
に
工
む
」
と
述
べ
る
に
止
ま
る
。
書
は
行
書
を
善
く
し
、
眞
蹟
に
「
雜
誌
卷
」「
手
札
二
帖
」
等
が

あ
る
。
陸
游
は
「
君
復
書
法
又
自
高
勝
絶
人
、
豫
每
見
之
、
方
病
不
藥
而
愈
、
方
飢
不
食
而
飽
（
林
逋
の
書
法
は
氣
高
く
優
れ
、
ほ
か
の

追
隨
を
許
さ
な
い
。
藥
を
飲
ま
ず
と
も
病
氣
が
癒
え
、
飢
え
て
い
て
も
滿
腹
す
る
）」（「
跋
林
和
靖
帖
」『
渭
南
文
集
』
卷
三
○
）
と
評

す
。
黃
庭
堅
は
「
林
處
士
の
書
は
、
淸
氣
人
を
照
ら
す
、
其
の
端
勁
に
し
て
骨
有
る
は
、
亦
た
斯
の
人
の
世
を
涉
る
に
似
る
な
ら
ん
か
」

（『
山
谷
別
集
』
卷
十
一
）
と
、
そ
の
書
は
氣
高
い
人
格
の
發
露
で
あ
る
と
評
價
し
て
い
る
。
書
畫
に
つ
い
て
は
紙
幅
を
割
か
ず
、
話
が

あ
っ
さ
り
と
詩
に
關
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
へ
と
移
行
す
る
の
は
、
上
述
の
蘇
軾
の
評
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
林
逋
の
書
風
が
李
建
中
に
類
す
る

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
北
宋
期
に
李
建
中
を
人
格
に
お
い
て
初
め
て
高
く
評
價
し
た
の
は
歐
陽
脩
で
あ
っ
た
。「
世
人
作
肥
字
說
」（『
筆
說
』）
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。
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李
建
中
淸
愼
溫
雅
に
し
て
、
其
の
書
を
愛
す
る
者
は
兼
ね
て
其
の
爲
人
を
取
る
也
。
豈
に
其
の
實
有
り
て
、
然
る
後
に
之
を
存
す
る

こ
と
久
し
う
せ
ん
か
。
古
自
り
賢
哲
は
必
ず
し
も
書
を
能
く
す
る
に
非
ざ
る
也
。
惟
だ
賢
者
の
み
能
く
存
す
る
の
み
、
其
の
餘
り
は

泯
泯
と
し
て
復
た
見あ

ら

わ
れ
ざ
る
の
み
。 

　
李
建
中
の
書
の
愛
好
家
た
ち
は
、
名
利
を
求
め
な
い
淸
愼
溫
雅
な
そ
の
人
柄
を
併
せ
て
評
價
基
準
に
含
め
て
い
る
。
技
藝
に
優
れ
て
さ

え
い
れ
ば
長
く
殘
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
古
よ
り
賢
哲
の
誰
も
が
書
を
能
く
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
賢
者
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
書

を
も
能
く
す
る
も
の
だ
け
が
殘
り
、
そ
の
他
は
滅
び
絶
え
て
し
ま
う
。
そ
の
口
吻
は
手
放
し
で
李
建
中
を
襃
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

む
し
ろ
字
形
そ
の
も
の
の
優
劣
を
基
準
と
し
て
見
れ
ば
、
缺
點
が
無
い
と
は
言
え
な
い
含
み
を
持
た
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

「
唐
王
師
乾
神
道
碑
」（『
集
古
錄
跋
尾
』
卷
七
）
に
は
、

　
　
右
王
師
乾
神
道
碑
、
張
從
申
書
。
余
初
不
甚
以
爲
佳
、
但
怪
唐
人
多
稱
之
、
第
錄
此
碑
、
以
俟
識
者
。
前
歲
在
亳
社
、
因
與
秦
玠
郞

中
論
書
、
玠
學
書
於
李
西
臺
建
中
、
而
西
臺
之
名
重
於
當
世
。
余
因
問
玠
、
西
臺
學
何
人
書
。
云
學
張
從
申
也
。
問
玠
識
從
申
書

否
。
云
未
嘗
見
也
。
因
以
此
碑
示
之
、
玠
大
驚
曰
西
臺
未
能
至
也
。

と
あ
り
、
歐
陽
脩
は
始
め
張
從
申
の
書
を
そ
れ
ほ
ど
優
れ
た
も
の
だ
と
は
思
わ
ず
、
唐
代
の
人
々
が
そ
れ
を
賞
贊
す
る
の
を
不
思
議
に

思
っ
て
い
た
。
秦
玠
は
世
に
名
高
い
李
建
中
の
書
を
學
ん
で
い
た
が
、
李
建
中
の
師
で
あ
る
張
從
申
の
書
を
未
だ
實
見
し
て
い
な
か
っ

た
。
歐
陽
脩
よ
り
張
從
申
の
王
師
乾
神
道
碑
を
見
せ
ら
れ
る
と
、
李
建
中
の
及
ば
ぬ
優
れ
た
書
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
歎
し
た
話
を
載
せ

る
。
か
く
見
る
と
、
歐
陽
脩
は
李
建
中
の
書
を
そ
れ
ほ
ど
高
く
評
價
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る（

（2
（

。
因
み
に
、『
宣
和
書
譜
』
や
歐
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陽
脩
に
連
な
る
蘇
軾
の
評
價
に
お
い
て
も
同
樣
に
貶
め
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。
憶
測
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
そ
の
李
建
中
の
書
風
に
似
る
と
稱
せ
ら

れ
た
林
逋
の
書
に
あ
っ
て
は
、
こ
と
さ
ら
こ
の
條
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
よ
う
な
對
象
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
　
書
と
潤
筆

　
次
の
88
は
、
能
書
家
と
し
て
も
聞
こ
え
た
蔡
襄
が
、
友
人
の
歐
陽
脩
に
賴
ま
れ
て
『
集
古
錄
』
の
序
文
を
書
い
た
こ
と
に
ま
つ
わ
る
逸

話
で
あ
る
。
書
の
揮
毫
を
介
し
て
行
わ
れ
る
文
人
間
の
風
雅
な
交
流
が
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
蔡
君
謨
既
爲
余
書
「
集
古
目
錄
序
」
刻
石
。
其
字
尤
精
勁
、
爲
世
所
珍
、
余
以
鼠
須
栗
尾
筆
、
銅
綠
筆
格
、
大
小
龍
茶
、
惠
山
泉
等

物
爲
潤
筆
。
君
謨
大
笑
、
以
爲
太
淸
而
不
俗
。
後
月
餘
、
有
人
遺
余
以
淸
泉
香
餠
一
篋
者
、
君
謨
聞
之
歎
曰
「
香
餠
來
遲
、
使
我
潤

筆
獨
無
此
一
種
佳
物
」。
茲
又
可
笑
也
。
淸
泉
、
地
名
、
香
餠
、
石
炭
也
、
用
以
焚
香
、
一
餠
之
火
、
可
終
日
不
滅
。

　
　
蔡
君
謨
は
既
に
余
の
爲
に
「
集
古
目
錄
序
」
を
書
し
石
に
刻
す
。
其
の
字
尤
も
精
勁
に
し
て
、
世
の
珍
と
す
る
所
と
爲
る
。
余
は
鼠

須
栗
尾
の
筆
、
銅
綠
の
筆
格
、
大
小
の
龍
茶
、
惠
山
泉
等
の
物
を
以
て
潤
筆
と
爲
す
。
君
謨
大
笑
し
て
、
以
爲
ら
く
太
だ
淸
に
し
て

俗
な
ら
ず
と
。
後
月
餘
に
し
て
、
人
の
余
に
遺
わ
す
に
淸
泉
香
餠
一
篋
を
以
て
す
る
者
有
り
、
君
謨
之
を
聞
き
歎
い
て
曰
く
、「
香

餠
來
た
る
こ
と
遲
し
、
我
が
潤
筆
を
し
て
獨
り
此
の
一
種
の
佳
物
の
み
無
か
ら
し
む
」。
茲
れ
又
た
笑
う
可
き
也
。
淸
泉
は
地
名
、

香
餠
は
石
炭
也
、
用
い
て
以
て
香
を
焚
く
、
一
餠
の
火
、
終
日
滅
せ
ざ
る
可
し
。

　
　
蔡
襄
は
す
で
に
私
の
た
め
に
「
集
古
錄
序
」
を
揮
毫
し
石
に
刻
し
た
。
そ
の
文
字
は
と
り
わ
け
力
强
く
て
、
世
間
で
は
大
切
に
さ
れ
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て
い
る
。
私
は
、
鼠
須
栗
尾
の
筆
、
銅
綠
の
筆
置
き
、
大
小
の
龍
茶
、
惠
山
泉
な
ど
の
品
々
を
返
禮
と
し
て
贈
っ
た
。
蔡
襄
は
「
甚

だ
あ
っ
さ
り
し
て
い
て
、
俗
氣
が
な
い
」
と
大
笑
い
し
た
。
一
か
月
餘
り
經
ち
、
あ
る
人
か
ら
私
の
所
に
淸
泉
で
造
ら
れ
た
香
餠
が

一
箱
贈
ら
れ
て
き
た
。
蔡
襄
は
そ
れ
を
聞
い
て
、「
香
餠
が
贈
ら
れ
て
く
る
の
が
遲
い
。
こ
ん
な
に
よ
い
返
禮
の
品
だ
け
が
私
の
所

に
は
屆
い
て
い
な
い
」
と
嘆
い
て
言
っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
笑
え
る
話
で
あ
る
。
淸
泉
は
地
名
で
あ
る
。
香
餠
は
石
炭
（
固
形
の
塊
に

し
た
炭
の
こ
と
か
）
で
、
香
を
焚
く
の
に
用
い
、
一
つ
の
香
餠
で
一
日
中
火
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
。

　
潤
筆
に
關
し
て
、
宋
の
劉
克
莊
『
後
村
先
生
大
全
集
』
卷
一
〇
三
「
歐
陽
文
忠
公
」
に
は
次
の
よ
う
な
話
を
載
せ
る
。

　
裴
度
（
七
六
五
年
　
八
三
九
年
。
唐
代
の
宰
相
）
は
皇こ

う

甫ほ

湜し
ょ
く（

七
七
七
年
　
八
三
五
年
。
李
翺
、
張
籍
と
竝
び
稱
さ
れ
韓
愈
に
師
事
し

た
中
唐
の
文
人
）
に
福
先
寺
の
碑
文
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
返
禮
と
し
て
厚
く
車
馬
と
あ
や
ぎ
ぬ
を
贈
っ
た
が
、
皇
甫
湜

は
、
碑
文
は
三
千
字
、
一
字
あ
た
り
三
匹
の
あ
や
ぎ
ぬ
に
値
す
る
と
し
て
、
そ
の
少
な
さ
に
激
怒
し
た
の
で
、
裴
度
は
笑
っ
て
絹
九
千
匹

を
贈
っ
た
。
こ
の
逸
話
に
引
き
比
べ
て
、
蔡
襄
の
受
け
取
っ
た
潤
筆
の
少
な
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

　
一
方
、
こ
の
潤
筆
に
關
し
て
、
世
知
辛
い
一
面
を
覗
か
せ
る
記
事
も
33
に
見
え
る
。
王
禹
偁
が
翰
林
學
士
で
あ
っ
た
頃
、
夏
州
の
李
繼

遷
の
辭
令
を
草
し
た
。
送
ら
れ
て
き
た
潤
筆
は
普
通
の
數
倍
で
あ
っ
た
が
、
書
狀
が
し
き
た
り
に
合
わ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
受
け
取
ら
な

か
っ
た（

（2
（

。
こ
の
話
に
續
け
て
、
近
頃
は
、
舍
人
院
（
詔
敕
の
起
草
官
）
が
辭
令
を
書
く
こ
と
に
係
わ
り
、
潤
筆
物
の
支
拂
い
の
遲
延
を
理

由
と
し
て
人
を
遣
っ
て
催
促
さ
せ
た
り
、
ま
た
支
拂
う
義
務
の
あ
る
者
が
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
常
態
と
な
っ
て
い
た

こ
と
を
記
す
。
因
み
に
、
太
宗
の
時
に
給
仕
中
・
諫
官
・
待
制
以
上
が
內
外
制
を
作
成
し
た
場
合
の
潤
筆
料
を
決
め
た
潤
資
給
付
制
が
施

行
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
記
事
に
見
え
る
よ
う
な
潤
筆
の
不
拂
い
や
督
促
の
橫
行
が
恆
常
的
な
社
會
現
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
理
由
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
內
外
制
の
潤
資
が
特
定
の
者
に
集
中
す
る
不
平
等
の
ほ
か
、
潤
資
の
支
拂
い
を
巡
る
諸
々
の
惡
弊
を
是
正
す
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る
た
め
の
政
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
繼
續
的
に
施
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
詳
ら
か
に
し
な
い（

（2
（

。

　『
集
古
錄
』
と
は
、
歐
陽
脩
が
古
代
西
周
か
ら
五
代
に
至
る
ま
で
の
碑
文
拓
本
や
銘
文
入
り
の
器
物
な
ど
の
拓
本
を
集
錄
し
た
も
の

で
、
現
在
は
散
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
。
そ
の
各
卷
尾
に
付
し
た
の
が
「
跋
尾
」
で
あ
る
。
ま
た
、
歐
陽
脩
は
子
の
棐
に
命
じ
て
、
數
百
種

の
石
刻
の
撰
者
名
、
立
碑
の
年
月
な
ど
全
體
の
大
要
を
碑
目
ご
と
に
注
記
し
た
『
集
古
錄
目
』
を
作
ら
せ
た
。

　
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
記
事
中
の
「
集
古
目
錄
序
」
と
い
う
表
記
が
、
棐
の
撰
に
な
る
『
集
古
錄
目
』
に
付
し
た
序
文
と
も
誤
認
さ

れ
か
ね
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
、
歐
陽
脩
は
自
ら
の
著
作
に
な
か
で
「
集
古
錄
序
」「
集
古
目
錄
序
」「
集
古
錄
目
序
」

「
集
古
錄
自
序
」
と
名
稱
を
統
一
せ
ず
に
用
い
て
い
る
節
が
あ
る
。
余
敏
輝
『
歐
陽
修
文
獻
學
硏
究
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
）
一
二

二
頁
の
考
證
に
よ
り
、
嚴
密
に
言
え
ば
、
こ
こ
で
は
「
集
古
錄
序
」
を
指
す
。
な
お
、
揮
毫
時
期
は
「
與
蔡
君
謨
求
書
集
古
錄
序
」（『
外

集
』
目
錄
卷
十
九
）
に
注
す
る
「
嘉
祐
七
年
」
で
あ
る
。

　
鼠
須
栗
尾
筆
に
つ
い
て
は
、
明
の
謝
肈
淛
『
五
雜
組
』
卷
一
二
物
部
四
に
、
陸
佃
『
埤
雅
』
を
引
い
て
「
栗
鼠
は
蒼
黑
く
て
小
さ
い
の

で
、
尾
か
ら
毫
を
取
っ
て
筆
を
製
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
世
に
い
う
と
こ
ろ
の
鼠
鬚
栗
尾
と
い
う
筆
で
あ
る
。
そ
の
鋒
は
兔
よ
り
も
し
っ

か
り
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
續
け
て
、
實
は
尾
で
あ
る
の
に
髭
と
名
付
け
て
い
る
の
は
、
今
の
竹た

け
䶉ね

ず
みの

よ
う
な
種
類
で
あ
り
家
鼠
で
は
な

い
と
撰
者
の
見
解
を
述
べ
る
。

　
歐
陽
脩
「
龍
茶
錄
後
序
」
や
蘇
軾
「
茘
枝
嘆
」
詩
及
び
そ
の
自
註
に
よ
れ
ば
、
茶
の
製
法
に
も
詳
し
い
蔡
襄
は
福
建
路
轉
運
使
の
任
に

あ
っ
た
時
に
小
龍
團
茶
を
完
成
さ
せ
、
そ
れ
を
皇
帝
に
每
年
獻
上
し
て
い
た
。
團
茶
と
は
茶
葉
を
蒸
し
固
め
た
固
形
茶
で
、
金
箔
で
模
樣

が
施
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
宋
の
王
辟
之
『
澠
水
燕
談
錄
』
卷
八
に
も
「
建
茶
（
福
建
省
建
溪
一
帶
に
產
す
る
名
茶
）
は
江
南
に
盛
ん
に

し
て
、
近
歳
、
制
作
尤
も
精
な
り
、
龍
鳳
團
茶
は
最
上
品
と
爲
す
」
と
あ
る
。
74
や
「
龍
茶
錄
後
序
」
に
よ
れ
ば（

（2
（

、
品
質
が
絶
精
で
あ
っ

た
た
め
に
、
仁
宗
は
輔
政
宰
相
の
臣
に
も
下
賜
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
珍
惜
し
て
い
た
。
但
し
、「
南
郊
大
禮
」
や
「
致
齋
之
夕
」
の
折
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に
中
書
省
と
樞
密
院
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
下
賜
さ
れ
、
各
府
四
人
で
分
け
合
っ
て
持
ち
歸
っ
た
が
、
飮
ま
ず
に
大
切
に
家
藏
し
、
賓
客
が
訪

れ
た
際
に
取
り
出
し
て
は
鑑
賞
し
て
樂
し
ん
だ
こ
と
を
傳
え
る
。

　
74
は
「
龍
茶
錄
後
序
」
に
書
か
れ
た
龍
茶
に
ま
つ
わ
る
內
容
が
や
や
簡
略
に
述
べ
ら
れ
、「
後
序
」
に
見
え
ぬ
內
容
と
し
て
は
、「
二
十

餠
重
一
斤
」「
其
價
直
金
二
兩
」
と
い
っ
た
重
さ
と
値
段
と
を
付
け
加
え
る
の
み
で
あ
る
。「
龍
茶
錄
後
序
」
に
書
か
れ
て
い
る
ほ
ぼ
同
じ

內
容
を
何
故
に
『
歸
田
錄
』
に
敢
え
て
再
錄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
歐
陽
脩
の
眞
意
を
推
し
量
り
難
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま

た
、
か
か
る
追
加
事
項
が
特
記
し
て
お
く
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。

　
も
う
一
點
こ
れ
に
付
隨
す
る
事
柄
と
し
て
、「
龍
茶
錄
後
序
」
の
文
が
上
等
な
龍
茶
の
小
團
が
蔡
襄
よ
り
始
ま
り
、
か
く
貴
重
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
る
贊
辭
で
貫
か
れ
て
い
る
が
、
蘇
軾
「
茘
枝
嘆
」
詩
の
自
註
に
見
え
る
歐
陽
脩
の
發
言
に
は
、
蔡
襄
が
小
龍
團
茶
を
獻
上
し

て
い
た
こ
と
を
皇
帝
に
媚
び
諂
う
行
爲
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
序
文
と
い
う
性
格
か
ら
「
後
序
」
で
は
贊
辭
を
贈
る
の
が
通
例
で
あ

り
、
む
し
ろ
自
註
の
發
言
の
方
が
歐
陽
脩
の
眞
意
を
表
わ
し
て
い
る
と
す
る
見
方
も
成
り
立
と
う
。
因
み
に
、『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
一

一
五
子
部
・
譜
錄
類
「
茶
錄
二
卷
」
の
條
は
か
え
っ
て
蔡
襄
を
擁
護
し
て
い
る（

（2
（

。

　
　
蘇
軾
「
茘
枝
嘆
」
詩

　
　
武
夷
溪
邊
粟
粒
芽
、
前
丁
後
蔡
相
寵
加
。
爭
新
買
寵
各
出
意
、
今
年
鬪
品
充
官
茶
。

　
　
武
夷
溪
邊
、
粟
粒
の
芽
。
前
に
は
丁
、
後
に
は
蔡
、
相
寵
加
せ
る
。
新
を
爭
い
寵
を
買
う
て
、
各
々
意
を
出
す
。
今
年
品
を
鬪
わ

せ
、
官
茶
に
充
つ
。

　
　
自
註
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大
小
龍
茶
始
于
丁
晋
公
、
而
成
于
蔡
君
謨
。
歐
陽
永
叔
聞
君
謨
進
小
龍
團
、
驚
嘆
曰
「
君
謨
士
人
也
、
何
至
作
此
事
」。

　
　
大
小
の
龍
茶
は
丁
晋
公
よ
り
始
ま
り
、
蔡
君
謨
に
成
せ
り
。
歐
陽
永
叔
、
君
謨
の
小
龍
團
を
進
む
る
を
聞
い
て
、
驚
嘆
し
て
曰
く

「
君
謨
は
士
人
也
、
何
ぞ
此
の
事
を
作
す
に
至
る
や
」
と
。

　
惠
山
泉
は
梁
溪
（
江
蘇
省
無
錫
）
惠
山
寺
近
く
に
あ
る
泉
。
蔡
襄
「
卽
惠
山
煮
茶
」（『
端
明
集
』
卷
三
）
に
も
名
水
と
し
て
讃
え
る（

（2
（

。

宋
の
王
德
遠
『
調
燮
錄
』
に
よ
れ
ば
、
惠
山
泉
は
天
下
で
最
も
點
茶
に
適
し
た
水
で
あ
り
、
宋
代
の
士
大
夫
の
中
に
は
使
い
の
者
に
そ
れ

を
汲
み
に
行
か
せ
る
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
會
的
需
要
か
ら
、
民
間
で
は
惠
山
泉
を
砂
甁
に
詰
め
て
販
賣
す
る
も
の

も
現
わ
れ
た
と
い
う（

（2
（

。
ま
た
、
明
の
『
考
槃
餘
事
』
卷
四
擇
水
に
も
「
地
泉
、
乳
泉
の
漫
流
な
る
者
を
取
る
。
梁
溪
の
惠
山
泉
の
如
き
を

最
勝
と
爲
す
」
と
あ
る
。

　
ま
た
、
宋
の
江
休
復
『
嘉
祐
雜
誌
』
卷
上
に
は
、
蔡
襄
と
蘇
舜
元
（
蘇
易
簡
の
孫
、
蘇
舜
欽
の
兄
）
が
鬪
茶
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
蔡

襄
は
品
質
の
よ
い
茶
葉
と
惠
山
泉
を
使
っ
た
が
、
蘇
舜
元
の
は
品
質
の
惡
い
茶
葉
だ
っ
た
の
で
、
改
め
て
竹
瀝
水
を
使
っ
た
と
こ
ろ
勝
ち

を
得
た
話
が
見
え
る
。
茶
の
技
藝
を
競
う
に
は
、
た
だ
よ
い
茶
葉
を
求
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
茶
葉
の
特
性
お
よ
び
使
用

す
る
水
の
相
性
と
も
大
き
く
關
わ
る
纖
細
に
し
て
風
雅
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
事
の
中
に
も
、
文
人
間
の
雅
趣
漂
う
や
り
と
り
が
語

ら
れ
て
い
る（

（3
（

。

五
　
考
證
と
交
友

　
次
の
101
は
、
葉
子
格
な
る
も
の
の
變
遷
に
つ
い
て
、
人
づ
て
に
聞
い
た
と
思
し
き
話
柄
も
交
え
な
が
ら
、
書
誌
學
的
考
證
を
加
え
て
い

る
。
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葉
子
格
者
、
自
唐
中
世
以
後
有
之
。
說
者
云
、
因
人
有
姓
葉
號
葉
子
青
者
撰
此
格
、
因
以
爲
名
。
此
說
非
也
。
唐
人
藏
書
、
皆
作

卷
軸
、
其
後
有
葉
子
、
其
制
似
今
策
子
。
凡
文
字
有
備
檢
用
者
、
卷
軸
難
數
卷
舒
、
故
以
葉
子
寫
之
、
如
吳
彩
鸞
『
唐
韻
』、
李
郃

『
彩
選
』
之
類
是
也
。
骰
子
格
、
本
備
檢
用
、
故
亦
以
葉
子
寫
之
、
因
以
爲
名
爾
。
唐
世
士
人
宴
聚
、
盛
行
葉
子
格
、
五
代
、
國
初

猶
然
、
後
漸
廢
不
傳
。
今
其
格
世
或
有
之
、
而
無
人
知
者
、
惟
昔
楊
大
年
好
之
。
仲
待
制
（
簡
）、
大
年
門
下
客
也
、
故
亦
能
之
。

大
年
又
取
葉
子
彩
名
紅
鶴
、
皁
鶴
者
、
別
演
爲
鶴
格
。
鄭
宣
徽
（
戩
）、
章
郇
公
（
得
象
）
皆
大
年
門
下
客
也
、
故
皆
能
之
。
余
少

時
亦
有
此
二
格
、
後
失
其
本
、
今
絶
無
知
者
。

　
　
葉
子
格
な
る
者
、
唐
中
世
自
り
以
後
之
れ
有
り
。
說
者
云
く
、
人
の
葉
を
姓
と
し
葉
子
青
を
號
と
す
る
者
有
り
此
の
格
を
撰
し
、
因

り
て
以
て
名
と
爲
す
。
此
の
說
非
な
り
。
唐
人
の
藏
書
、
皆
な
卷
軸
を
作
り
て
、
其
の
後
に
葉
子
有
り
、
其
の
制
今
の
策
子
に
似

る
。
凡
そ
文
字
の
檢
用
に
備
う
る
者
有
ら
ば
、
卷
軸
數
し
ば
卷
舒
し
難
し
、
故
に
葉
子
を
以
て
之
れ
を
寫
す
、
吳
彩
鸞
『
唐
韻
』、

李
郃
『
彩
選
』
の
類
の
如
き
が
是
れ
也
。
骰
子
格
、
本
は
檢
用
に
備
う
、
故
に
亦
た
葉
子
を
以
て
之
れ
を
寫
し
、
因
り
て
以
て
名
と

爲
す
の
み
。
唐
世
の
士
人
宴
聚
す
る
に
、
葉
子
格
を
盛
行
せ
し
め
、
五
代
、
國
初
猶
お
然
り
、
後
に
漸
く
廢
さ
れ
傳
ら
ず
。
今
、
其

の
格
、
世
に
或
い
は
之
有
る
も
、
人
の
知
る
者
無
し
、
惟
れ
昔
楊
大
年
之
れ
を
好
む
。
仲
待
制
は
、
大
年
の
門
下
の
客
也
、
故
に
亦

た
之
れ
を
能
く
す
。
大
年
又
た
葉
子
彩
を
取
り
て
紅
鶴
、
皁
鶴
と
名
づ
く
る
者
は
、
別
に
演の

べ

て
鶴
格
と
爲
す
。
鄭
宣
徽
、
章
郇
公
は

皆
な
大
年
の
門
下
の
客
也
、
故
に
皆
な
之
を
能
く
す
。
余
少
き
時
亦
た
此
の
二
格
有
る
も
、
後
に
其
の
本
を
失
い
、
今
は
知
る
者
絶

無
な
り
。
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葉
子
格
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
唐
の
中
頃
以
降
に
現
わ
れ
た
。
あ
る
も
の
は
、
葉
を
姓
と
し
葉
子
靑
を
號
と
す
る
人
物
が
こ
の
格
を

撰
し
た
こ
と
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
と
言
う
が
、
こ
の
說
は
誤
り
で
あ
る
。
唐
代
の
人
々
が
所
藏
し
た
書
物
は
、
み
な
卷
子
本
で

あ
っ
た
が
、
後
に
な
っ
て
「
葉
子
」
が
現
わ
れ
た
。
そ
の
つ
く
り
は
今
の
「
策
子
（
折
本
）」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね

檢
索
に
用
い
る
書
物
の
場
合
、
卷
子
で
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
廣
げ
た
り
し
ま
っ
た
り
し
に
く
い
の
で
、
そ
れ
で
葉
子
に
鈔
寫
し
た
。
吳

彩
鸞
『
唐
韻
』
や
李
郃
『
彩
選
』（
雙
六
用
の
書
）
の
類
が
そ
れ
で
あ
る
。
骰
子
格
は
、
も
と
も
と
檢
索
に
用
い
る
た
め
に
葉
子
に

鈔
寫
し
た
こ
と
に
因
ん
で
命
名
さ
れ
た
。
唐
代
の
士
人
は
酒
宴
に
集
ま
る
と
、
葉
子
格
（
の
ゲ
ー
ム
）
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
五

代
、
宋
初
も
ま
だ
行
わ
れ
て
い
て
、
そ
の
後
し
だ
い
に
廢
れ
途
絶
え
た
。
今
そ
の
格
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
世
間
に
存
在
す
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
を
知
る
人
は
い
な
い
。
昔
、
楊
億
が
こ
れ
を
好
ん
で
い
た
。
仲
簡
は
、
楊
億
の
門
人
で
あ
る
の
で
、
み
な
こ
の
遊

び
が
で
き
た
。
楊
億
は
ま
た
葉
子
彩
（
ゲ
ー
ム
）
の
紅
鶴
、
皁
鶴
と
呼
ば
れ
る
も
の
を
、
別
名
、
鶴
格
と
も
呼
ん
で
い
た
。
鄭
戩
や

章
得
象
は
み
な
楊
億
の
門
人
で
あ
る
の
で
、
み
な
こ
の
遊
び
が
で
き
た
。
私
の
若
い
時
分
に
は
こ
の
葉
子
格
や
骰
子
格
が
存
在
し
て

い
た
が
、
後
に
そ
の
本
義
が
失
わ
れ
て
、
今
知
る
人
は
皆
無
で
あ
る
。

　
こ
の
「
葉
子
」
の
名
の
由
來
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
は
葉
子
靑
な
る
人
物
の
名
に
結
び
つ
け
る
說
を
否
定
し
て
い
る
。
葉
子
靑
に
つ
い
て

は
、
明
の
謝
肈
淛
『
五
雜
組
』
卷
六
人
部
二
「
葉
子
格
」
陳
晦
伯
が
引
く
『
咸
定
錄
』
に
よ
れ
ば
、「
唐
李
郃
爲
賀
州
刺
史
、
與
妓
人
葉

茂
連
江
行
、
因
撰
骰
子
選
謂
之
葉
子
」
と
あ
り
、
唐
の
李
郃
が
賀
州
の
刺
史
に
あ
っ
た
時
、
江か

わ

に
遊
ん
だ
妓
女
の
葉
茂
連
の
名
に
因
む
と

す
る（

（3
（

。
な
お
、
同
書
に
は
續
け
て
「
歸
田
錄
云
、
有
葉
子
靑
者
撰
此
格
、
今
其
式
不
可
考
」
と
述
べ
る
が
、
む
し
ろ
歐
陽
脩
は
「
此
說
非

也
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
謝
肈
淛
の
思
い
違
い
か
。

　
歐
陽
脩
の
い
う
「
葉
子
」
と
は
、「
旋
風
裝
」
と
呼
ば
れ
る
裝
丁
形
式
を
指
す（

（3
（

。
黃
庭
堅
「
跋
張
持
義
所
藏
吳
彩
鸞
唐
韻
」
に
も
彼
が
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目
睹
し
た
『
唐
韻
』
の
葉
子
に
關
す
る
記
述
が
あ
る（

（3
（

。
旋
風
裝
と
は
紙
を
繫
い
だ
も
の
を
一
定
の
間
隔
で
折
り
、
今
で
も
佛
典
に
見
ら
れ

る
折
帖
の
形
に
し
た
上
、
卷
首
と
卷
尾
を
一
枚
の
表
紙
に
張
り
つ
け
、
た
た
め
ば
一
册
に
、
全
部
の
ば
せ
ば
大
き
な
紙
の
輪
に
な
る
と
い

う
も
の
。
井
上
進
氏
は
「
こ
の
「
葉
子
」
は
當
時
傳
わ
っ
て
い
た
『
唐
韻
』
に
ほ
ぼ
共
通
し
て
み
ら
れ
る
、
す
こ
ぶ
る
特
徵
的
な
裝
丁
で

あ
っ
た
」
と
述
べ
、「
長
い
傳
統
を
も
つ
卷
子
本
は
、
唐
人
に
と
っ
て
い
わ
ば
書
籍
の
「
正
し
い
」
姿
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
新
參
の
册
子

型
書
籍
は
い
か
に
も
卑
俗
な
、
利
便
性
の
た
め
書
籍
に
備
わ
っ
て
い
る
べ
き
典
雅
さ
を
失
っ
た
も
の
と
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と

指
摘
す
る
。（
井
上
進
『
中
國
出
版
文
化
史
　
書
物
世
界
と
知
の
風
景
　
』
名
古
屋
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
二
、
九
四
頁
參
照
）

　「
葉
子
格
」
に
つ
い
て
は
、『
五
雜
組
』
卷
六
人
部
二
「
葉
子
格
」
に
「
楊
用
脩
は
以
て
今
の
紙
牌
に
似
る
と
爲
す
も
、
晦
伯
元
瑞
は
之

に
非
ず
と
し
、
皆
な
未
だ
的
證
有
ら
ざ
る
也
。
晦
伯
謂
う
、
楊
大
年
之
れ
を
好
む
は
、『
靑
瑣
雜
記
』
に
同
輩
と
葉
子
を
打
つ
の
語
有
る

に
因
る
に
過
ぎ
ざ
る
耳
と
」
と
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
の
か
い
ま
だ
に
確
證
が
な
い
狀
況
を
述
べ
て
い
る
。
五
代
、
宋
初
に
は

ま
だ
行
わ
れ
て
お
り
、
後
に
廢
れ
た
よ
う
で
あ
る
。「
骰
子
格
」
に
つ
い
て
は
、『
五
雜
組
』
同
卷
に
「
唐
李
郃
有
骰
子
選
格
、
宋
劉
蒙

叟
、
楊
億
等
有
彩
選
格
。
卽
今
升
官
圖
也
。
諸
戲
之
中
最
爲
俚
俗
」
と
あ
り
、
現
在
の
雙
六
の
よ
う
な
「
升
官
圖
」
に
相
當
す
る
ゲ
ー
ム

で
あ
る
と
述
べ
る
。
紅
鶴
、
皁
鶴
に
つ
い
て
は
、
李
淸
照
「
馬
戲
圖
式
」（『
馬
戲
圖
譜
』）
に
そ
の
名
が
見
え
、
骰
子
格
同
樣
に
ゲ
ー
ム

の
一
種
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　
書
誌
學
的
考
察
に
續
い
て
、
唐
代
の
士
人
た
ち
は
酒
宴
の
席
で
は
「
葉
子
格
」
と
呼
ば
れ
る
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
も
の
を
し
て
遊
ん
だ
こ

と
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
昔
楊
億
が
門
下
の
仲
簡
、
鄭
戩
、
章
得
象
と
共
に
こ
の
ゲ
ー
ム
に
興
じ
て
い
た
と
い
う
や
や
碎
け
た
話
が
語
ら

れ
る
。
章
得
象
に
關
す
る
逸
話
は
107
（
前
揭
）
に
も
見
え
、
仲
簡
と
鄭
戩
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
9
楊
億
の
豫
言
が
的
中
す
る
と
い
う
怪

異
譚
風
の
話
の
な
か
に
も
登
場
す
る（

（3
（

。

　
と
こ
ろ
で
、『
歸
田
錄
』
に
お
い
て
楊
億
（
九
七
四
　
一
〇
二
〇
）
が
登
場
す
る
記
事
は
多
く
、
計
八
條
に
見
え
て
い
る
。
19
楊
文
公
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は
文
豪
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
剛
直
の
性
格
ゆ
え
に
人
付
き
合
い
が
上
手
く
い
か
ず
、
そ
れ
を
快
く
思
わ
ぬ
者
か
ら
讒
言
さ
れ

晩
年
眞
宗
か
ら
の
恩
愛
が
遠
の
い
て
い
っ
た
話
。
そ
の
氣
性
の
强
さ
は
、
58
翰
林
學
士
に
あ
っ
た
頃
に
契
丹
に
與
え
る
答
書
を
草
し
、
文

字
の
改
正
に
つ
い
て
眞
宗
よ
り
朱
批
を
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
對
し
て
、
す
み
や
か
に
自
ら
の
解
職
を
求
め
た
話
に
も
よ
く
示
さ
れ
て
い

る
。
54
楊
億
は
門
人
逹
に
文
章
を
作
る
際
に
は
俗
語
を
使
わ
な
い
よ
う
戒
め
る
テ
ー
ゼ
を
示
し
、
自
ら
草
し
た
奏
章
「
伏
し
て
惟
み
る
に

陛
下
の
德
九
皇
を
邁ま

さ

る
」
の
句
を
言
っ
た
と
こ
ろ
、
鄭
戩
が
「
未
だ
何
時
に
生
菜
を
賣
る
を
得
る
か
を
審
び
ら
か
に
せ
ず
（
い
つ
韮
の
根

が
賣
れ
る
か
分
か
ら
な
い
。
筆
者
注
：「
邁
九
皇
」
の
發
音
が
「
賣
韮
黃
」
に
通
じ
る
）
と
聽
き
誤
り
、
楊
億
が
大
笑
い
し
た
ユ
ー
モ
ア

溢
れ
る
話
。
57
文
章
を
作
る
際
に
き
ま
っ
て
門
人
や
賓
客
を
宴
會
や
賭
博
に
招
い
た
が
、
そ
の
談
笑
喧
噪
の
中
に
あ
っ
て
も
、
短
い
時
間

で
數
千
言
の
文
章
を
仕
上
げ
て
し
ま
う
文
豪
ぶ
り
を
語
る
話
。
67
寇
準
が
中
書
に
あ
っ
た
頃
、
同
僚
と
戲
れ
に
對
句
を
作
る
こ
と
に
な

り
、「
水
底
の
日
は
天
上
の
日
と
な
す
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
誰
も
應
じ
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
が
、
た
ま
た
ま
そ
こ
に
や
っ
て
來
た

楊
億
が
「
眼
中
の
人
是
れ
面
前
の
人
な
り
」
と
返
し
、
一
座
が
的
對
と
賞
贊
し
た
話
。
27
寇
準
は
賴
み
と
し
て
い
た
眞
宗
が
病
に
倒
れ
不

利
な
情
況
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
天
禧
四
年
（
一
〇
二
〇
）、
皇
太
子
の
名
義
を
借
り
て
皇
后
劉
氏
及
び
丁
謂
、
錢

惟
演
等
反
對
派
を
抑
え
込
も
う
と
ク
ー
デ
タ
ー
を
畫
策
し
た
が
未
遂
に
終
わ
っ
た（

（3
（

。
寇
準
の
一
黨
に
連
な
る
多
く
の
朝
士
が
斥
逐
さ
れ
る

な
か
、
楊
億
だ
け
は
そ
の
才
能
を
惜
し
ま
れ
て
難
を
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
話
な
ど
が
あ
る（

（3
（

。

　
こ
こ
で
し
ば
し
文
學
に
目
を
移
せ
ば
、
楊
億
は
、
晩
唐
の
李
商
隱
に
倣
い
典
故
を
多
用
し
修
辭
を
重
ん
じ
た
「
西
崑
體
」
の
領
袖
で
あ

り
、
古
文
派
の
歐
陽
脩
と
文
學
觀
に
お
い
て
對
立
す
る
。『
六
一
詩
話
』
二
二
條
に
は
、

　
　
楊
大
年
と
錢
（
惟
演
）、
劉
（
筠
）、
數
公
と
唱
和
す
。
西
崑
集
の
出
づ
る
自
り
、
時
人
爭
い
て
之
に
效
い
、
詩
體
一
變
す
。
而
し
て

先
生
、
老
輩
、
其
の
多
く
故
事
を
用
う
る
を
患
う
。
語
僻
に
し
て
曉
り
難
き
に
至
る
。
殊
に
自
ら
是
れ
學
者
の
弊
な
る
を
知
ら
ず
。
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と
述
べ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
歐
陽
脩
の
楊
億
に
對
す
る
非
難
め
い
た
言
辭
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、『
歸
田
錄
』
に
お
い
て
は
楊
億

の
文
章
家
と
し
て
の
才
を
認
め
た
う
え
で
話
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
詩
話
と
は
異
な
る
歐
陽
脩
の
眼
差
し
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
お
わ
り
に

　
以
上
を
振
り
返
る
と
、『
歸
田
錄
』
に
は
書
畫
に
觸
れ
た
記
事
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
正
面
か
ら
論
じ
た
記
述
は
見
ら
れ

ず
、
話
の
重
點
は
逸
話
の
紹
介
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
書
論
に
關
し
て
は
『
筆
說
』（『
歐
陽
文
忠
公
文
集
』
卷
一
二
九
）『
試

筆
』（
同
上
卷
一
三
〇
）
に
讓
ら
れ
て
い
る
た
め
、
內
容
に
應
じ
て
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

。『
歸
田
錄
』
は
、
書
物
の
性

格
上
、
言
う
ま
で
も
な
く
歐
陽
脩
の
書
畫
論
或
い
は
文
章
論
を
考
え
る
う
え
で
十
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
歐
陽
脩
の
文
化
全
般
に
わ
た

る
志
向
が
隨
所
に
窺
え
、
看
過
で
き
な
い
存
在
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

　
例
え
ば
、
66
は
當
時
の
畫
壇
の
情
況
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
趙
昌
の
畫
に
對
す
る
評
價
は
、
歐
陽
脩
の
著

作
の
中
で
唯
一
の
記
述
で
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
繪
畫
觀
は
間
接
的
に
彼
の
書
論
に
も
相
通
じ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
84
文
字
の
規
範

化
へ
の
追
求
に
は
、
歐
陽
脩
自
身
の
字
學
へ
の
深
い
見
識
が
あ
っ
て
こ
そ
話
題
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
集
古
錄
跋

尾
』
に
見
え
る
『
干
祿
字
樣
』
や
『
干
祿
字
書
』
へ
の
度
重
な
る
言
及
が
傍
證
と
な
る
。
さ
ら
に
、
101
「
葉
子
」
を
取
り
上
げ
書
誌
學
的

見
地
か
ら
考
證
を
加
え
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
金
石
硏
究
で
得
ら
れ
た
文
物
考
證
の
知
見
が
そ
の
下
地
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
文
人
間
の
交
流
を
通
じ
て
や
り
取
り
さ
れ
る
身
近
な
品
々
へ
の
愛
好
が
、
風
雅
な
る
日
常
の
世
界
に
彩
を
添
え
て
い
る
。
88

に
見
え
る
「
小
團
（
小
龍
團
茶
）」
な
ど
は
、
宋
の
類
書
で
あ
る
高
丞
『
事
物
紀
原
』
に
『
歸
田
錄
』
が
出
典
と
し
て
引
用
さ
れ
る
が
如

く
、
そ
こ
に
介
在
さ
れ
る
「
物
」
に
關
す
る
詳
細
な
記
錄
も
、
當
時
を
知
る
上
で
貴
重
な
證
言
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
歐
陽
脩
本
人
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の
當
初
の
執
筆
意
圖
で
あ
る
「
閑
居
の
覽
に
備
う
る
」
を
遙
か
に
越
え
、
北
宋
社
會
の
實
相
を
知
る
上
で
の
手
掛
か
り
を
我
々
に
與
え
て

く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）	

『
宋
文
選
』
巻
七
王
禹
偁
文
「
投
宋
拾
遺
書
」「
矧
天
與
其
時
、
身
得
厥
位
、
則
追
還
唐
風
、
不
為
難
焉
」。

（
2
）	

『
歐
陽
文
忠
公
文
集
』
巻
四
七
「
答
呉
充
秀
才
書
」「
大
抵
道
勝
者
文
不
難
而
自
至
也
」。

（
3
）	

『
集
古
録
跋
尾
』
巻
四
「
范
文
度
模
本
蘭
亭
序
」「
宋
興
百
餘
年
間
〈
中
略
〉
獨
字
書
之
法
寂
寞
不
振
、
未
能
比
蹤
唐
室
」。

（
4
）	

東
英
壽
「
歐
陽
脩
の
『
歸
田
錄
』
に
つ
い
て
」（『
九
州
中
國
學
會
報
三
四
』
一
九
九
六
、
九
州
中
國
學
會
）。

（
5
）	

宋
と
い
う
姓
が
國
號
と
同
じ
く
し
、
名
が
天
を
祭
る
儀
禮
を
指
す
こ
と
。「
郊
」
の
音
が
「
交
」
に
通
じ
、
王
朝
交
代
の
意
味
に
も
な
る
こ
と
か
ら
、

緣
起
が
惡
い
と
し
て
改
名
さ
せ
ら
れ
た
經
緯
を
語
っ
て
い
る
。

（
6
）	

『
集
古
録
跋
尾
』
卷
一
〇
「
郭
忠
恕
小
字
說
文
字
源
」「
頗
奇
怪
世
人
但
知
其
小
篆
、
而
不
知
其
楷
法
尤
精
。
然
其
楷
字
亦
不
見
刻
石
者
、
蓋
惟
有
此

耳
、
故
尤
可
惜
也
。
五
代
干
戈
之
際
、
學
校
廢
、
是
謂
君
子
道
消
之
時
、
然
猶
有
如
忠
恕
者
。
國
家
爲
國
百
年
、
天
下
無
事
、
儒
學
盛
矣
、
獨
於
字
書
忽

廢
、
幾
於
中
絶
。
今
求
如
忠
恕
小
楷
不
可
得
也
、
故
余
每
與
君
謨
歎
息
於
此
也
」。

（
7
）	

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
擧
げ
ら
れ
る
。

	

○
宋
の
朱
翌
『
猗
覺
寮
雜
記
』
卷
下
「
唐
百
官
志
有
書
學
、
故
唐
人
無
不
善
書
、
遠
至
邊
裔
書
史
里
儒
、
莫
不
書
字
有
法
、
至
今
碑
刻
可
見
也
。
往
往
勝

於
今
之
士
大
夫
、
亦
由
上
之
所
好
、
有
以
勸
誘
之
。
貞
觀
中
、
集
王
羲
之
書
爲
一
百
五
十
卷
、
選
貴
臣
子
弟
有
性
識
者
以
爲
宏
文
館
學
生
、
內
出
法
書
、

命
之
習
學
、
人
間
有
善
書
者
、
亦
召
入
館
、
海
內
向
風
、
工
書
者
衆
見
」。

	

○
宋
の
馬
永
卿
『
嬾
真
子
』
巻
三
「
唐
人
字
畫
、
見
於
經
幢
碑
刻
文
字
者
、
其
楷
法
往
往
多
造
精
妙
、
非
今
人
所
能
及
。
蓋
唐
世
以
此
取
士
、
而
吏
部
以

此
爲
選
官
之
法
、
故
世
競
學
之
、
遂
至
於
妙
。
唐
選
舉
志
云
「
凡
擇
人
之
法
有
四
、
一
曰
身
、
體
貎
豐
偉
、
二
曰
言
、
言
辭
辯
、
正
三
曰
書
、
楷
法
遒

美
、
四
曰
判
、
文
理
優
長
」。
或
曰
「
此
敝
政
也
、
豈
可
以
字
畫
取
人
乎
」。
難
之
者
曰
「
今
之
士
人
於
此
、
狀
貎
奇
偉
、
言
辭
辯
博
、
判
斷
公
事
、
既
極

優
長
而
更
加
以
字
畫
遒
美
、
有
歐
虞
褚
薛
顏
柳
之
法
、
士
大
夫
能
全
此
美
者
、
亦
自
難
得
况
銓
選
之
間
乎
」。
聞
之
者
皆
服
」。

（
8
）	

阿
辻
哲
次
『
漢
字
の
社
会
史
　
東
洋
文
明
を
支
え
た
文
字
の
三
千
年
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
）
第
三
章
參
照
。「
正
」
と
は
、
確
實
に
根
據
が
あ
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り
由
緒
正
し
い
字
形
を
指
し
、
天
子
へ
の
上
奏
文
や
學
問
的
著
述
等
の
正
式
な
文
章
に
用
い
る
正
統
な
文
字
で
あ
り
、
科
舉
の
答
案
に
は
こ
れ
を
使
用
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
も
の
。「
通
」
と
は
、
す
で
に
長
年
の
使
用
を
經
て
習
慣
化
さ
れ
た
異
體
字
を
指
し
、
特
段
排
除
す
る
理
由
も
な
い
が
、
正
規
の
文

字
と
も
言
い
難
く
、
役
所
内
で
の
文
書
や
手
紙
等
の
使
用
に
も
許
さ
れ
る
も
の
。「
俗
」
と
は
、
學
問
的
な
根
據
を
持
た
な
い
巷
間
の
俗
字
を
指
し
、
商

賣
の
帖
簿
や
藥
の
處
方
箋
等
日
常
的
な
用
途
に
使
用
を
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
9
）	

『
宋
史
』
卷
一
〇
一
禮
四
「
皇
祐
二
年
三
月
、
仁
宗
謂
輔
臣
、「
今
年
冬
至
日
、
當
親
祀
圜
丘
、
欲
以
季
秋
行
大
享
明
堂
禮
。
然
自
漢
以
來
、
諸
儒
各
爲

論
議
、
駁
而
不
同
。
夫
明
堂
者
、
布
政
之
宮
、
朝
諸
侯
之
位
、
天
子
之
路
寢
、
乃
今
之
大
慶
殿
也
。
況
明
道
初
合
祀
天
地
於
此
、
今
之
親
祀
、
不
當
因

循
、
尚
於
郊
壝
寓
祭
也
。
其
以
大
慶
殿
爲
明
堂
、
分
五
室
於
內
」。
李
燾
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
巻
一
六
七
皇
祐
二
年
葵
酉
の
条
「
先
是
、
宋
庠
建
議
、

以
今
年
當
郊
而
日
至
在
晦
、
用
建
隆
故
事
、
宜
有
所
避
、
因
請
季
秋
大
享
於
明
堂
」。

（
10
）	

米
芾
（
一
〇
五
一
　
一
一
〇
七
）
宋
の
四
大
家
の
一
人
。
徽
宗
の
治
世
に
書
畫
博
士
と
な
り
、
宮
中
で
書
畫
や
古
器
物
の
鑑
定
に
從
事
し
た
。

（
11
）	

王
闢
之
『
澠
水
燕
談
錄
』
巻
七
「
歐
陽
文
忠
公
以
爲
成
仕
至
尚
書
郎
。
按
白
（
宋
白
）
與
成
同
時
、
人
又
與
成
子
覺
竝
列
史
館
、
其
所
紀
宜
不
妄
、
不

知
文
忠
公
何
以
據
也
。
正
當
以
誌
爲
定
」。
王
明
清
『
揮
麈
録
』
巻
六
「
歐
陽
文
忠
公
歸
田
録
乃
云
「
李
成
仕
本
朝
尚
書
郎
」、
固
巳
誤
矣
」。

（
12
）	

蘇
耆
『
次
續
翰
林
志
』「
蘇
易
簡
乃
於
玉
堂
後
廡
建
二
書
閣
、〈
中
略
〉
閣
之
上
下
悉
命
僧
巨
然
、
畫
烟
嵐
暁
景
以
布
之
、
筆
跡
野
逸
、
效
李
成
之
作
、

而
又
自
成
一
家
」。

（
13
）	

竹
浪
遠
「
北
宋
期
に
お
け
る
李
成
の
評
價
と
そ
の
文
人
畫
像
形
成
に
つ
い
て
　
子
孫
・
鑑
賞
者
・
李
郭
系
畫
家
と
の
關
わ
り
か
ら
　
」（『
古
文
化
硏
究

（
第
九
號
）』
黑
川
古
文
化
硏
究
所
、
二
〇
一
〇
）
五
四
頁
參
照
。

（
14
）	

『
図
画
見
聞
誌
』
巻
四
「
包
貴
、
宣
城
人
。
善
畫
虎
、
名
聞
四
遠
、
世
號
老
包
也
。
包
鼎
、
貴
之
子
。
雖
從
父
訓
、
抑
又
次
焉
。
子
孫
襲
而
學
者
甚

衆
、
雖
非
類
犬
、
然
終
不
能
踐
貴
、
鼎
之
閾
矣
」。

（
15
）	

『
宣
和
畫
譜
』
巻
一
三
「
畜
獸
敘
」「
包
鼎
之
虎
、
裴
文
睍
之
牛
、
非
無
時
名
也
。
氣
俗
而
野
、
使
包
鼎
之
視
李
漸
、
裴
文
睍
之
望
戴
嵩
、
豈
不
縮
手
於

袖
間
耶
。
故
非
譜
之
所
宜
取
」。

（
16
）	

和
田
英
信
「
蘇
軾
の
詠
畫
詩
：
元
祐
年
間
を
中
心
に
」（『
お
茶
の
水
女
子
大
學
中
國
文
學
會
報
』、
二
〇
一
一
）

（
17
）	

沈
括
『
夢
溪
筆
談 

』
卷
十
四
藝
文
一
「
歐
陽
文
忠
常
愛
林
逋
詩
「
草
泥
行
郭
索
、
雲
木
叫
鉤
輈
」
之
句
、
文
忠
以
謂
語
新
而
屬
對
新
切
」。

（
18
）	

黄
庭
堅
『
豫
章
黄
先
生
文
集
』
二
六
「
書
林
和
靜
詩
」「
歐
陽
文
忠
公
極
賞
林
和
靜
「
踈
影
横
斜
水
清
淺
、
暗
香
浮
動
月
黃
昏
」
之
句
、
而
不
知
和
靜

别
有
詠
梅
一
聮
云
「
雪
後
園
林
纔
半
樹
、
水
邊
籬
落
忽
橫
枝
」、
似
勝
前
句
、
不
知
文
忠
公
何
緣
棄
此
而
賞
彼
」。
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（
19
）	

李
建
中
（
九
四
五
　
一
〇
一
三
）
京
兆
（
陝
西
省
）
の
人
。
字
は
得
中
。
太
平
興
國
八
年
（
九
八
三
）
の
進
士
。
三
度
西
京
留
司
御
史
臺
の
官
に
至
っ

た
こ
と
か
ら
、
李
西
臺
と
稱
さ
れ
る
。
名
利
を
求
め
ず
恬
淡
と
し
て
、
好
ん
で
山
水
に
遊
び
、
自
ら
巖
夫
民
伯
と
號
し
た
。
郭
忠
恕
『
汗
簡
』
を
科
斗
文

字
で
書
い
て
獻
上
し
、
太
宗
に
も
嘉
賞
さ
れ
た
。『
宋
史
』
卷
四
四
一
、『
宣
和
書
譜
』
卷
一
二
に
傳
が
あ
る
。
行
書
「
同
年
帖
」「
貴
宅
帖
」「
土
母
帖
」

な
ど
が
あ
る
。

（
20
）	

賈
島
（
七
七
九
　
八
四
三
）
范
陽
（
河
北
省
）
の
人
。
字
は
浪
（
或
い
は
閬
）
仙
。
家
が
貧
し
か
っ
た
た
め
に
僧
侶
と
な
っ
た
。
都
に
出
た
と
こ
ろ
、

た
ま
た
ま
韓
愈
に
詩
才
を
認
め
ら
れ
て
還
俗
し
進
士
に
も
及
第
し
た
が
、
官
途
に
は
惠
ま
れ
な
か
っ
た
。
當
時
、
元
稹
や
白
居
易
の
平
俗
な
詩
風
が
流
行

す
る
な
か
、
苦
吟
に
よ
る
詩
句
の
鍛
鍊
を
主
張
し
た
。「
推
敲
」
の
故
事
に
よ
っ
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　	

孟
郊
（
七
五
一
　
八
一
四
）
湖
州
武
康
（
浙
江
省
）
の
人
。
一
說
に
洛
陽
の
人
と
も
言
う
。
字
は
東
野
。
德
宗
の
貞
元
一
二
年
（
七
九
六
）
三
度
目
に

し
て
進
士
に
及
第
し
、
溧
陽
（
江
蘇
省
）
の
尉
を
授
け
ら
れ
た
。
氣
難
し
い
人
柄
で
生
涯
不
遇
で
あ
つ
た
。
張
籍
、
賈
島
ら
と
と
も
に
韓
愈
一
派
の
詩
人

に
屬
し
、
窮
苦
、
怨
恨
、
憂
愁
を
詠
じ
た
も
の
が
多
い
。

（
21
）	

『
集
古
錄
跋
尾
』
卷
十
「
楊
凝
式
題
名
」「
五
代
之
際
有
楊
少
師
、
建
隆
以
後
稱
李
西
臺
。
二
人
者
筆
法
不
同
、
而
書
名
皆
爲
一
時
之
絶
」
と
あ
り
、
楊

凝
式
と
李
建
中
を
書
壇
の
雙
璧
と
な
す
者
と
し
て
高
く
評
價
す
る
が
、
こ
れ
は
歐
陽
脩
個
人
の
見
解
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
世
間
一
般
の
見
解
と
し
て

筆
者
は
捉
え
る
。

（
22
）	

蘇
軾
『
東
坡
題
跋
』
巻
四
「
評
楊
氏
所
藏
歐
蔡
書
」「
國
初
李
建
中
號
爲
能
書
、
然
格
韻
卑
濁
、
猶
有
唐
末
以
來
衰
陋
之
氣
」。
ま
た
、『
宣
和
書
譜
』

卷
十
二
に
「
論
書
者
以
爲
尙
有
五
代
衰
陋
之
氣
、
葢
以
其
作
字
淳
厚
不
飄
逸
致
然
」
と
あ
り
、
李
建
中
の
書
に
は
五
代
の
衰
微
し
た
卑
し
い
名
殘
が
あ

り
、
淳
厚
で
は
あ
る
が
飄
逸
さ
に
缺
け
る
所
が
非
難
を
受
け
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

（
23
）	

『
後
村
先
生
大
全
集
』
巻
一
〇
三
「
歐
陽
文
忠
公
」「
昔
皇
甫
湜
為
裴
公
作
記
、
自
云
字
直
三
縑
。
蔡
字
比
之
湜
文
價
當
十
倍
。
今
僅
以
宣
肇
八
十
銅
緑

筆
格
、
花
石
盆
各
一
、
龍
茶
三
餅
、
惠
山
泉
八
缶
為
餉
。
世
固
有
持
蕪
辭
惡
札
而
受
人
不
貲
之
需
毫
者
、
豈
不
有
愧
色
哉
」。

（
24
）	

王
禹
偁
（
九
五
四
年
　
一
〇
〇
一
年
）
字
は
元
之
。
至
道
元
年
（
九
九
五
年
）
に
翰
林
學
士
兼
知
審
官
院
と
な
る
。
李
燾
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
三

七
至
道
元
年
の
條
に
「
禹
偁
嘗
爲
李
繼
遷
草
制
、
繼
遷
送
馬
五
十
匹
備
濡
潤
、
禹
偁
以
狀
不
如
式
、
却
之
」
と
見
え
る
。

（
25
）	

澤
田
雅
弘
「
潤
例
の
發
生
と
展
開
　
明
・
淸
に
お
け
る
文
人
賣
藝
家
の
自
立
　
」『
書
學
書
道
史
硏
究
』
書
學
書
道
史
學
會
、
一
九
九
七
、
二
一
　
三

九
頁
參
照
。

（
26
）	

歐
陽
脩
「
龍
茶
錄
後
序
」「
茶
爲
物
之
至
精
、
而
小
團
又
其
精
者
、
錄
序
所
謂
上
品
是
也
。
蓋
自
君
謨
始
造
而
歲
貢
焉
、
仁
宗
尤
所
珍
惜
、
雖
輔
相
之
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臣
未
嘗
輙
賜
。〈
中
略
〉
宮
人
剪
金
爲
龍
鳳
、
花
草
貼
其
（
茶
餅
を
指
す
）
上
」。

（
27
）	

『
四
庫
全
書
總
目
』
卷
一
一
五
子
部
・
譜
錄
類
「
茶
錄
二
卷
」
の
條
に
よ
れ
ば
、
費
袞
『
梁
溪
漫
志
』
に
、
陳
東
の
『
茶
錄
』
の
跋
を
引
き
、
蔡
襄
が

閩
漕
で
あ
っ
た
時
に
小
龍
團
を
獻
上
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
彼
を
敬
慕
し
て
き
た
富
弼
が
失
望
し
た
話
を
載
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
胡
仔

『
溪
漁
隱
叢
話
』
に
よ
れ
ば
、
造
茶
は
轉
運
使
の
職
掌
（
閩
漕
を
さ
す
）
で
あ
り
、
蔡
襄
は
そ
の
製
法
に
詳
し
く
、
ま
た
公
務
の
一
端
で
も
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
歐
陽
脩
が
記
し
た
『
龍
茶
錄
後
序
』
に
も
、
非
難
を
加
え
る
よ
う
な
言
葉
も
見
當
た
ら
な
い
。
富
弼
の
言
に
は
根
據
が
な
く
、
蘇
軾
の
「
茘
枝

嘆
」
に
あ
る
「
前
に
丁
後
に
蔡
、
養
を
口
體
に
致
す
」
の
句
に
附
會
し
た
も
の
で
あ
り
、
事
實
で
は
な
く
、
陳
東
の
跋
に
述
べ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
道

理
に
適
う
論
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
小
龍
團
な
る
茶
が
蔡
襄
の
故
鄕
の
特
產
で
あ
り
、
文
人
の
風
雅
の
趣
味
か
ら
獻
上
す
る
の
で
あ
っ
て
、
目
く

じ
ら
を
立
て
る
よ
う
な
こ
と
で
も
な
い
と
い
う
口
吻
で
あ
る
。

（
28
）	

蔡
襄
「
卽
惠
山
煮
茶
」（『
端
明
集
』
卷
三
）「
此
泉
何
以
珍
、
適
與
眞
茶
遇
。
在
物
兩
稱
絶
、
於
豫
獨
得
趣
。
鮮
香
筯
下
雲
、
甘
滑
杯
中
露
。
當
能
𠮓

俗
骨
、
豈
特
湔
塵
慮
。
晝
靜
淸
風
生
、
飄
蕭
入
庭
樹
、
中
含
古
人
意
、
來
者
庶
㝠
悟
」。

（
29
）	

王
德
遠
『
調
燮
錄
』「
水
之
宜
茶
者
、
以
惠
山
石
泉
為
第
一
、
故
士
夫
多
使
人
往
致
之
、
市
肆
間
亦
以
砂
瓶
盛
貯
售
利
者
」。

（
30
）	

江
休
復
『
嘉
祐
雜
誌
』
卷
上
「
蘇
才
翁
嘗
與
蔡
君
謨
鬥
茶
、
蔡
茶
精
、
用
惠
山
泉
、
蘇
茶
劣
、
改
用
竹
瀝
水
煎
、
遂
能
取
勝
」。

（
31
）	

李
昉
『
太
平
廣
記
』
卷
第
一
三
六
「
徵
應
二
（
帝
王
休
徵
）・
李
邰
」
に
は
李
郃
を
李
邰
と
し
て
い
る
。

（
32
）	

元
の
王
惲
『
玉
堂
嘉
話
』
卷
二
『
秋
澗
先
生
大
全
集
』
卷
九
十
四
に
「
吳
彩
鸞
龍
鱗
楷
韻
。
後
柳
誠
懸
題
云
、
吳
彩
鸞
世
傳
謫
仙
也
。〈
中
略
〉
時
泰

和
九
年
九
月
十
五
日
、
題
其
册
。
共
五
十
四
葉
、
鱗
次
相
積
、
皆
留
紙
縫
、
天
寳
八
載
製
」
と
あ
り
、
吳
彩
鸞
筆
『
唐
韻
』
が
龍
鱗
裝
仕
立
て
な
っ
て
お

り
、
全
部
で
五
十
四
葉
あ
り
、
そ
れ
を
鱗
の
よ
う
に
積
み
重
ね
，
み
な
紙
縫
を
留
め
て
い
る
と
述
べ
る
。
本
論
で
は
、
こ
の
龍
鱗
裝
も
旋
風
裝
の
一
つ
に

含
む
見
解
に
從
っ
て
お
く
。
一
方
、
高
田
時
雄
氏
は
、「
從
來
の
旋
風
裝
と
稱
す
る
も
の
は
龍
鱗
裝
の
形
式
と
は
全
く
異
な
る
」
と
い
う
見
解
を
示
す
。

ま
た
、「
敦
煌
韻
書
の
殘
卷
や
斷
片
を
詳
し
く
見
れ
ば
、
非
常
に
多
く
の
韻
書
が
龍
鱗
裝
の
體
裁
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
さ
ら
に
は
韻
書
の

み
な
ら
ず
、
占
書
な
ど
に
も
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
し
ば
し
ば
飜
閲
の
必
要
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
便
宜
の
た
め
に
卷
子
で
は

な
く
こ
の
形
式
を
採
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
（
高
田
時
雄
「
敦
煌
韻
書
の
發
見
と
そ
の
意
義
」『
草
創
期
の
敦
煌
學
』
知
泉
書
館
、
二
〇
〇

二
、
二
四
七
頁
　
二
四
八
頁
）。

（
33
）	

「
跋
張
持
義
所
藏
吳
彩
鸞
唐
韻
」（『
山
谷
別
集
』
巻
十
一
）「
右
仙
人
吳
彩
鸞
書
孫
愐
唐
韻
、
凡
三
十
七
葉
、
此
唐
人
所
謂
葉
子
者
也
。
按
彩
鸞
隱
居
在

鍾
陵
西
山
下
、
所
書
唐
韻
民
間
多
有
。
余
所
見
凡
六
本
此
、
一
本
二
十
九
葉
、
彩
鸞
書
其
八
葉
、
後
人
所
補
、
氣
韻
肥
濁
、
不
相
入
也
」。



87 歐陽脩『歸田錄』に見る北宋文人世界

（
34
）	

一
つ
は
、
貧
し
い
仲
簡
を
一
目
見
て
、
将
来
高
官
に
就
く
こ
と
を
予
言
し
た
話
。
も
う
一
つ
は
、
謝
希
深
が
中
壽
ま
で
生
き
ら
れ
な
い
こ
と
を
予
言
し

的
中
し
た
話
に
鄭
戩
が
登
場
す
る
。

　
　	
「
仲
簡
揚
州
人
也
、
少
習
明
經
、
以
貧
傭
書
大
年
門
下
。
大
年
一
見
奇
之
、
曰
「
子
當
進
士
及
第
、
官
至
清
顯
」
乃
教
以
詩
賦
。
簡
天
禧
中
舉
進
士
第

一
甲
及
第
、
官
至
正
郎
、
天
章
閣
待
制
以
卒
」。

　
　	

「
謝
希
深
為
奉
禮
郎
、
大
年
喜
其
文
、
每
見
則
欣
然
延
接
、
既
去
則
歎
息
不
已
。
鄭
天
休
在
公
門
下
、
見
其
如
此
、
怪
而
問
之
。
大
年
曰
「
此
子
官
亦

清
要
、
但
年
不
及
中
壽
爾
。
希
深
官
至
兵
部
員
外
郎
、
知
制
誥
、
卒
年
四
十
六
、
皆
如
其
言
」。

　
　	

因
み
に
、
謝
希
深
は
歐
陽
脩
が
平
素
文
章
を
作
る
う
え
で
着
想
を
得
や
す
い
所
と
し
て
「
馬
上
、
枕
上
、
厠
上
」
で
あ
る
と
語
っ
た
相
手
と
し
て
知
ら

れ
る
（『
帰
田
錄
』
巻
二
）。

（
35
）	

こ
の
事
件
の
經
緯
に
つ
い
て
、
王
瑞
來
『
宋
代
の
皇
帝
權
力
と
士
大
夫
政
治
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
一
）
第
八
章
第
四
節
に
詳
し
い
。

（
36
）	

『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
九
六
天
禧
四
年
丁
丑
の
條
に
「
及
準
敗
、
丁
謂
召
億
至
中
書
、
億
懼
、
便
液
俱
下
、
面
無
人
色
。
謂
素
重
億
、
無
意
害
之
、

徐
曰
「
謂
當
改
官
、
煩
公
爲
一
好
詞
耳
」。
億
乃
稍
安
、
卒
保
全
之
。
當
時
宰
相
愛
才
如
此
、
謂
姦
邪
、
議
者
亦
以
此
稱
焉
」
と
あ
り
、
中
書
に
召
し
だ

さ
れ
た
楊
億
は
小
便
を
垂
れ
顏
面
蒼
白
と
な
る
が
、
丁
謂
よ
り
害
す
る
意
圖
が
な
い
こ
と
を
聞
か
さ
れ
る
と
、
ほ
っ
と
胸
を
撫
で
下
ろ
し
た
。

（
37
）	

詩
に
關
し
て
、
興
膳
宏
氏
は
「
宋
代
詩
話
に
お
け
る
歐
陽
脩
『
六
一
詩
話
』
の
意
義
」（『
日
本
中
國
學
會
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』、
一
九
九
八
所

收
）
に
お
い
て
「
二
つ
の
書
（『
六
一
詩
話
』
と
『
歸
田
錄
』
を
指
す
）
は
、
詩
や
詩
人
を
對
象
と
す
る
話
題
に
お
い
て
重
な
り
合
う
內
容
を
持
ち
な
が

ら
、
意
識
的
に
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
も
や
は
り
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
指
摘
す
る
。


